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　３月３日は、桃の節句（ひなまつり）。
　 町内の各保育園では、日本の伝統的なお祭りにちなんだ、さまざまな行事が行われました。
　 三河保育園でも、折り紙や毛糸を使った手づくりのひな飾りをつくり、桃の節句をお祝いしました。
　「ひなまつり」は、自分の災厄（さいやく）をうつして海や川に流した「おはらいの行事」と、平安時代
にはじまるお人形遊び（ひいな遊び）とが、長い間に結びつき、現在の「ひなまつり」にいたっています。
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投
票
所
入
場
券
は
、
３
月
30
日

ご
ろ
か
ら
有
権
者
の
み
な
さ
ん
に

郵
送
し
ま
す
。
入
場
券
が
届
い
た

ら
、
記
載
内
容
を
確
か
め
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
は
４
月
８
日
（
日
）
で
、

投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後

８
時
ま
で
で
す
。
投
票
場
所
は
町

内
37
カ
所
の
投
票
所
と
な
り
ま

す
。
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
か

た
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
投
票
を
行
う
た
め

に
は
、
事
前
に
町
選
挙
管
理
委
員

会
に
申
請
し
て
、
郵
便
投
票
証
明

書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

■
対
象
者
は
次
の
か
た
で
す

◆
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
ち
、
両

　

下
肢
な
ど
の
障
害
が
１
級
ま
た

　

は
２
級
の
か
た
。
心
臓
・
腎
臓
・

　

呼
吸
器
な
ど
の
障
害
が
１
級
ま

　

た
は
２
級
の
か
た
な
ど
。

◆
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介

　

護
者
の
う
ち
、
要
介
護
区
分
が

　

５
で
あ
る
か
た
。

　

郵
便
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
の

か
た
は
、
投
票
日
の
４
日
前
（
４

月
４
日
）
ま
で
に
証
明
書
を
提
示

（
郵
送
）
し
て
、
投
票
用
紙
を
町

選
挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

　

期
日
前
投
票
と
は
投
票
日
当
日

に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
理
由

で
、
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
か
た
の
た
め
に
、
告
示
日
の

翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
の

期
間
に
期
日
前
投
票
所
を
開
設
し

て
投
票
を
し
て
い
た
だ
く
制
度
で

す
。

　

期
日
前
投
票
所
は
市
町
の
区
域

　

任
期
満
了
に
伴
う
兵
庫
県
議
会
議
員
の
選
挙
は
、
３
月
30
日
（
金
）
に
告
示
さ
れ
、
４
月

８
日（
日
）に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
有
権
者
は
兵
庫
県
の
明
る
い
未
来
を
築
く
た
め
、

立
候
補
者
の
主
張
に
耳
を
傾
け
、
正
し
い
ル
ー
ル
で
明
る
い
選
挙
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

期
日
前
投
票
所
の
開
設
期
間
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙　

投
票
日
は    

　

４
月
８
日
（
日
）
で
す

 

入
場
券

 

投
票
日

 

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

 
期
日
前
投
票
所
の
開
設    

   
期
間
が
変
わ
り
ま
す

み
な
さ
ん
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う

　

単
車
、
軽
自
動
車
な
ど
の
税
金

「
軽
自
動
車
税
」
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

車
両
を
処
分
さ
れ
た
り
、
他
人

に
譲
ら
れ
た
と
き
に
は
４
月
１
日

ま
で
に
廃
車
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。手
続
き
を
し
な
い
と
、

引
き
続
き
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
、

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
手
続
き
の
方
法

○
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
cc

　

以
下
）・
小
型
特
殊
（
ト
ラ
ク

　

タ
ー
な
ど
）
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ

　

レ
ー
ト
と
印
か
ん
を
持
参
し
、

　

役
場
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
、

　

出
張
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

　

さ
い
。

○
自
動
二
輪
・
軽
四
自
動
車
は
販

　

売
店
か
佐
用
郡
自
家
用
自
動
車

　

協
会
（
☎
82
・
２
４
１
６
）
で

　

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
そ
の
他

　

原
付
、
農
耕
用
車
な
ど
を
新
し

く
購
入
さ
れ
た
り
譲
り
受
け
ら
れ

た
か
た
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
印
か
ん
、
販
売
証
明
書
、
廃

車
証
明
書
な
ど
を
持
参
し
、
役
場

税
務
課
、
ま
た
は
各
支
所
、
出
張

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　
　

税
務
課

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
２

軽
自
動
車
の
廃
車
な
ど
の

　
　
　   

手
続
き
は
３
月
中
に

　

単
車
、
軽
自
動
車
な
ど
の
税
金
「
軽
自
動
車
税
」
は
、

毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
車
両

を
処
分
さ
れ
た
り
、
他
人
に
譲
ら
れ
た
と
き
に
は
３
月
中

に
廃
車
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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2007/ ３月号

兵庫県議会議員選挙　期日前投票所開設期間表

　

自
分
の
山
の
木
で
も
、
森
林
を

伐
採
す
る
と
き
に
は
、
事
前
の
届

け
出
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

■
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林

　

届
出
は
な
ぜ
必
要
な
の
？

　

市
町
村
森
林
整
備
計
画
に
従
っ

た
適
切
な
施
業
を
す
る
た
め
で

す
。
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
届

出
は
、
森
林
の
伐
採
及
び
伐
採
後

の
造
林
が
市
町
村
森
林
整
備
計
画

に
適
合
し
て
適
切
に
行
わ
れ
、
健

全
で
豊
か
な
森
林
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
届
出
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

■
誰
が
届
出
を
行
う
の
？

　

森
林
所
有
者
な
ど
、
伐
採
の
権

限
を
持
つ
人
で
、
次
の
と
お
り
で

す
。

・
森
林
所
有
者
（
自
分
で
伐
採
す

　

る
場
合
、
ま
た
は
、
請
負
に
よ

　

る
伐
採
の
場
合
）

・
伐
採
業
者
な
ど
が
森
林
所
有
者

　

か
ら
山
林
の
立
木
を
買
い
受
け

　

て
伐
採
す
る
と
き
は
買
い
受
け

　

た
人

※
な
お
、
伐
採
す
る
人
と
伐
採
後

　

に
造
林
す
る
人
が
異
な
る
場
合

　

は
、
伐
採
す
る
人
が
届
け
出
ま

　

す
。
こ
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め

　

造
林
す
る
人
と
造
林
に
つ
い
て

　

話
し
合
い
、
造
林
の
計
画
を
決

　

め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
届
出
の
時
期
は
い
つ
？

　

伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら
30
日

前
ま
で
で
す
。

■
届
出
の
提
出
先
は
？

　

伐
採
す
る
森
林
が
あ
る
市
町
村

で
す
。
佐
用
町
は
、
役
場
農
林
振

興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
を
し
な
い
と
ど
う
な
る

　

の
？

　

30
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら

れ
ま
す
。（
森
林
法
第
２
０
７
条
）

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　
　

農
林
振
興
課　

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
７

森
林
の
伐
採
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　
自
分
の
山
で
も
森
林
を
伐
採
す
る
と
き
は
、
事
前
に
届
出
が
必
要
で
す

内
に
最
低
１
カ
所
開
設
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
佐
用
町
で
は
有
権
者
の
み

な
さ
ま
の
交
通
の
便
な
ど
を
考
慮

し
て
、
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン

タ
ー
、
上
月
支
所
、
南
光
支
所
、

三
日
月
支
所
、
三
河
出
張
所
の
５

カ
所
開
設
を
し
ま
す
。

　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
は

全
期
間
開
設
し
、
上
月
支
所
、
南

光
支
所
、
三
日
月
支
所
は
投
票
日

の
前
４
日
間
開
設
し
、
三
河
出
張

所
は
投
票
日
の
前
２
日
間
開
設
し

ま
す
。

　

た
だ
し
、
さ
よ
う
文
化
情
報
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
以
前
は
対

象
者
を
佐
用
地
域
内
に
お
住
ま
い

の
か
た
（
第
１
投
票
区
～
第
12
投

票
区
の
か
た
）
に
限
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
佐
用
町
内
全
域
の
か
た

に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
ま
す
（
そ
れ
以
外
の
上
月
支

所
、
南
光
支
所
、
三
日
月
支
所
、

三
河
出
張
所
に
つ
い
て
は
、
従
来

の
と
お
り
各
地
域
内
に
お
住
ま
い

の
か
た
の
み
対
象
者
と
な
り
ま

す
）。

　

以
上
の
期
日
前
投
票
所
の
期
間

変
更
は
、
４
月
８
日
執
行
の
兵
庫

県
議
会
議
員
選
挙
か
ら
行
わ
れ
ま

す
。

　

下
の
表
に
兵
庫
県
議
会
議
員
選

挙
の
期
日
前
投
票
期
間
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
場
券
の
裏

面
で
も
説
明
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
の
う
え
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
２
５
４
９

■期日前投票所開設期間は下表の塗りつぶした期間です

　投票時間：午前８時 30 分～午後８時　（ただし、三河出張所は午前８時 30 分～午後 5 時）

開　設　日 期　　日　　前　　投　　票　　所
さよう文化情報センター 上月支所 南光支所 三日月支所 三河出張所

３月 ３１日（土）

※町内全域の
かたを対象

４月

　１日（日）
　２日（月）
　３日（火）
　４日（水）

※上月地域の
かたのみ対象

※南光地域の
かたのみ対象

※三日月地域の
かたのみ対象

　５日（木）
　６日（金） ※南光地域の

かたのみ対象　７日（土）
　８日（日）投　票　日
※町内全域のかた　・・・第１～３７投票区のかた
　上月地域のかた　・・・第１２～２４投票区のかた
　南光地域のかた　・・・第２５～３２投票区のかた
　三日月地域のかた・・・第３３～３７投票区のかた
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○
売
却
物
件

　

本
位
田
字
八
反
田
甲
七
一
三
番
五

　
　
　
（
３
３
４
．
５
０
㎡
）

○
分
譲
価
格

　

１
千
58
万
６
４
０
０
円

○
販
売
単
価

　

１
㎡
あ
た
り
３
万
１
６
４
８
円

○
売
却
方
法

　
　

公
募
に
よ
る

○
応
募
者
資
格

①
自
ら
居
住
す
る
住
宅
を
必
要
と

　

す
る
か
た
に
限
り
ま
す

　
（
町
内
、
町
外
は
問
い
ま
せ
ん
）

②
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
か
た

③
申
込
者
多
数
の
場
合
で
抽
選
と

　

な
っ
た
場
合
、
申
込
者
本
人
ま

　

た
は
家
族
が
抽
選
に
参
加
で
き

　

る
か
た

○
分
譲
条
件

①
譲
渡
契
約
成
立
後
５
年
以
内
に

　

専
用
住
宅
を
建
築
す
る
こ
と

②
購
入
者
は
、
土
地
を
第
三
者
に

　

転
売
し
た
り
転
貸
す
る
こ
と
は

　

で
き
ま
せ
ん

○
選
考
方
法

　

複
数
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場

合
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

　

な
お
、
抽
選
参
加
者
は
原
則
と

し
て
本
人
と
し
、
や
む
を
得
な
い

場
合
は
印
鑑
証
明
付
き
の
委
任
状

が
必
要
で
す
。
申
込
者
に
つ
い
て

は
、
申
込
要
件
を
審
査
の
う
え
決

定
し
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

３
月
12
日(
月)
～

　
　
　
　
　

４
月
10
日(

火)

○
申
込
方
法

　

役
場
商
工
観
光
課
に
備
え
付
け

の
「
さ
よ
ひ
め
団
地
」
宅
地
分
譲

公
募
要
綱
に
基
づ
き
、
所
定
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い（
電
話
・

郵
送
な
ど
に
よ
る
申
込
み
は
受
け

付
け
し
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
持
参

し
て
く
だ
さ
い
）。

○
必
要
書
類

①
所
定
の
申
込
書（
分
譲
申
請
書
）

②
住
民
票
（
居
住
予
定
者
全
員
）

③
所
得
証
明
書

④
町
税
に
係
る
納
税
証
明
書
（
居

　

住
予
定
者
全
員
）

○
諸
費
用

　

売
買
契
約
に
必
要
な
収
入
印

紙
、
所
有
権
移
転
登
記
に
必
要
な

登
録
免
許
税
な
ど
の
一
切
の
費
用

は
買
受
人
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
広
山
団
地
３
区
画
と
早
瀬
団
地

１
区
画
の
宅
地
分
譲
も
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　

商
工
観
光
課　

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
７
０

分
譲
予
約
を
受
け
付
け
ま
す

　

分
譲
宅
地
「
さ
よ
ひ
め
団
地
」
の
１
区
画

拡大図

該
当
区
画

　

町
で
は
、「
さ
よ
ひ
め
団
地
」
の
１
区
画
（
３
３
４
．
５
０
㎡
）
を
１
千
58
万
６
４
０
０
円
で
分
譲
し
ま
す
。

ご
希
望
の
か
た
は
応
募
者
資
格
な
ど
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
商
工
観
光
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

住
基
カ
ー
ド
は
、
市
区
町
村
が

希
望
者
に
交
付
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
で
、
身
分
証
明
書
に
も
な

り
、
住
民
票
の
転
入
転
出
手
続
き

の
際
に
転
出
証
明
書
が
不
要
に
な

る
な
ど
大
変
便
利
で
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
は
市
区
町
村
が
希

望
者
に
交
付
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
で
す
。

■
住
基
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
と

①
住
民
票
の
転
入
転
出
手
続
き
の

　

際
に
転
出
証
明
書
が
不
要
と
な

　

り
ま
す
（
た
だ
し
、
郵
送
に
よ

　

る
転
出
届
が
必
要
で
す
）。

②
自
宅
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

で
次
の
よ
う
な
行
政
手
続
き
が

　

行
え
ま
す
（
別
途
、
公
的
個
人     

　

認
証
サ
ー
ビ
ス
手
続
き
が
必
要

　

で
す
）。

・
税
金
の
確
定
申
告
の
手
続
き

　
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」

・
自
動
車
の
登
録
、
車
庫
証
明
の

　

手
続
き
（
現
在
は
新
車
購
入
時 

　

の
み
）

・
そ
の
他
、
国
・
県
な
ど
の
各
種

　

行
政
手
続
き

③
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き

　

ま
す
（
顔
写
真
付
き
の
住
基
カ

　

ー
ド
の
場
合
）。

・
金
融
機
関
で
口
座
を
開
設
す
る

　

と
き

・
携
帯
電
話
を
新
規
購
入
す
る
と

　

き

　

運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
ご
高

齢
の
か
た
な
ど
に
、
特
に
役
立
ち

ま
す
。

■
取
得
に
必
要
な
も
の

１　

縦
45
㍉
×
横
35
㍉
の
写
真

　
（
顔
写
真
付
き
の
カ
ー
ド
を
希　

　

望
さ
れ
る
か
た
）

　
　

上
半
身
、
無
帽
、
正
面
、
無

　
　

背
景
で
６
カ
月
以
内
に
撮
影

　
　

し
た
も
の
（
窓
口
で
の
撮
影

　
　

も
可
）。

２　

本
人
確
認
書
類

・
１
つ
で
よ
い
も
の

　

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、　

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
官
公

　

署
が
発
行
し
た
写
真
付
き
証
明

　

書
・
２
つ
必
要
な
も
の

　

健
康
保
険
証
、
年
金
証
書
、
医

　

療
受
給
者
証
な
ど
（
詳
し
く
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

３　

印
か
ん

４　

交
付
手
数
料
５
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　

住
民
課

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
０

便
利
で
安
全
で
す   

「
住
基
カ
ー
ド
」
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■お申し込み・お問い合わせ
　　　　　　　　　　　　まちづくり課　　　☎８２- ０６６４

町
長
と
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
！　

　

４
月
か
ら
毎
月
「
町
長
広
聴
会
」（
さ
わ
や
か
ト
ー
ク
＆
町
長
と
ワ
イ
ワ
イ
お
し
ゃ
べ
り

し
ま
し
ょ
う
）　

を
実
施
し
ま
す
。お
気
軽
に
ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　～毎月１日の午後は町長室、１５日には支所へ～
　
　●毎月１日（休日の場合は翌日）の午後は、町長室でお話しましょう。
　　まちづくりに関するご意見やご提案を町長がお伺いします（グループ、　
　　電話でのお話もできます）。混雑が予想されますので、ご希望のかたは事
　　前に電話予約をお願いします。

　　　４月は、２日（月）午後１時～午後４時（町長室）
　●毎月１５日には順次、支所に出向いて、地域の課題やまちづくりに対す
　　るみなさまのご意見をお伺いする場も設けます（グループも可）。
　　混雑が予想されますので、ご希望のかたは事前に電話予約をお願いします。

　　　   ４月は、１６日（月）午前１０時～正午（上月支所）
　　　　　　　　　　   　　  午後１時３０分～４時（南光支所）
　　　　５月は三日月支所、上月支所に開設予定です
　※今後の日程などについては、毎月の広報、防災行政無線、ホームページな
　　どでお知らせします。また、公務などの都合により支障のある場合には、　
　　実施日の変更または、やむを得ず中止する場合がありますのでご了承ください。

　■  さわやかトーク

　～町長との懇話会～
　
　●みなさんが活動している施設や参加している催し物に、町長が出向いて気
　　軽におしゃべりをするものです。
　　【対　　象】概ね１０人以上の参加者があるグループまたは催し物で、主
　　　　　　　　催者側が希望するもの。
　　【申込方法】ご希望のかたは、事前に対話希望日時などをお申し込みくだ
　　　　　　　  さい。町長の日程を確認後、調整してご連絡いたします。
　　　　　　　　約１カ月前までに予約申し込みをしてください。

　■  町長とワイワイおしゃべりしましょう

　

住
基
カ
ー
ド
は
、
市
区
町
村
が

希
望
者
に
交
付
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
で
、
身
分
証
明
書
に
も
な

り
、
住
民
票
の
転
入
転
出
手
続
き

の
際
に
転
出
証
明
書
が
不
要
に
な

る
な
ど
大
変
便
利
で
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
は
市
区
町
村
が
希

望
者
に
交
付
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
で
す
。

■
住
基
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
と

①
住
民
票
の
転
入
転
出
手
続
き
の

　

際
に
転
出
証
明
書
が
不
要
と
な

　

り
ま
す
（
た
だ
し
、
郵
送
に
よ

　

る
転
出
届
が
必
要
で
す
）。

②
自
宅
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

で
次
の
よ
う
な
行
政
手
続
き
が

　

行
え
ま
す
（
別
途
、
公
的
個
人     

　

認
証
サ
ー
ビ
ス
手
続
き
が
必
要

　

で
す
）。

・
税
金
の
確
定
申
告
の
手
続
き

　
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」

・
自
動
車
の
登
録
、
車
庫
証
明
の

　

手
続
き
（
現
在
は
新
車
購
入
時 

　

の
み
）

・
そ
の
他
、
国
・
県
な
ど
の
各
種

　

行
政
手
続
き

③
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き

　

ま
す
（
顔
写
真
付
き
の
住
基
カ

　

ー
ド
の
場
合
）。

・
金
融
機
関
で
口
座
を
開
設
す
る

　

と
き

・
携
帯
電
話
を
新
規
購
入
す
る
と

　

き

　

運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
ご
高

齢
の
か
た
な
ど
に
、
特
に
役
立
ち

ま
す
。

■
取
得
に
必
要
な
も
の

１　

縦
45
㍉
×
横
35
㍉
の
写
真

　
（
顔
写
真
付
き
の
カ
ー
ド
を
希　

　

望
さ
れ
る
か
た
）

　
　

上
半
身
、
無
帽
、
正
面
、
無

　
　

背
景
で
６
カ
月
以
内
に
撮
影

　
　

し
た
も
の
（
窓
口
で
の
撮
影

　
　

も
可
）。

２　

本
人
確
認
書
類

・
１
つ
で
よ
い
も
の

　

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、　

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
官
公

　

署
が
発
行
し
た
写
真
付
き
証
明

　

書
・
２
つ
必
要
な
も
の

　

健
康
保
険
証
、
年
金
証
書
、
医

　

療
受
給
者
証
な
ど
（
詳
し
く
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

３　

印
か
ん

４　

交
付
手
数
料
５
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　

住
民
課

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
０
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■
佐
用
町
役
場
本
庁
・
支
所
・
出

　

張
所
な
ど
の
開
庁
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　

30
分
（
午
後
５
時
30
分
ま
で
業

　

務
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

　

利
用
く
だ
さ
い
）

　

開
庁
時
間
の
延
長
に
と
も
な
う
、
職

員
の
勤
務
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
役
場
本
庁
・
支
所
・
出
張
所
な
ど

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

　

＊
土
・
日
・
祝
祭
日
の
日
直
業
務

も
午
後
５
時
30
分
ま
で
延
長
し
ま
す
。

○
町
立
図
書
館

　
　
（
開
館
時
間
：
午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
）

　

午
前
９
時
15
分
～
午
後
６
時
15
分

○
老
人
福
祉
施
設
・
朝
霧
園

　

午
前
７
時
～
午
後
５
時
45
分
の
間

で
勤
務
時
間
を
割
振
っ
て
い
ま
す
。

○
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

午
前
８
時
15
分
～
午
後
５
時
15
分

　

衛
生
公
苑
：
冬
季
（
11
月
～
１

月
）
に
つ
い
て
は
、
午
前
８
時
15

分
～
午
後
５
時
（
休
憩
時
間
：
45
分
間
）

○
消
防
署

　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　

翌
日
の
午
前
８
時
30
分

　

隔
日
勤
務
：
24
時
間
の
拘
束（
内

訳
：
勤
務
時
間
16
時
間
・
休
憩
時

間
２
時
間
・
仮
眠
６
時
間
）

○
西
は
り
ま
天
文
台
公
園

　
　
（
開
園
時
間
：
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
９
時
）

　

業
務
課
：
午
前
８
時
30
分
～
午

　
　

後
９
時
の
間
で
勤
務
時
間
を

　
　

割
振
っ
て
い
ま
す
。

　

天
文
台
：
午
前
８
時
30
分
～
翌

　
　

日
午
前
３
時
の
間
で
勤
務
時

　
　

間
を
割
振
っ
て
い
ま
す
。

○
保
育
園
（
延
長
保
育
実
施
園
）

　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
15

分
の
間
で
勤
務
時
間
を
割
振
っ
て

い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

総
務
課　

☎
82
・
２
５
４
９

　

平
成
19
年
度
の
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
、町
内
全
て
の
土
地
、

家
屋
の
評
価
額
な
ど
を
記
載
し
た

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を

し
ま
す
。

■
期
間　

４
月
２
日
（
月
）

　
　
　

～
５
月
１
日
（
火
）

　

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

　
　

９
時
～
午
後
５
時
ま
で

■
場
所　

役
場
税
務
課

　
（
支
所
で
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
）

■
そ
の
他　

縦
覧
に
は
印
鑑
が
必

　

要
で
す
。

※
こ
の
縦
覧
期
間
以
外
で
も
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

閲
覧
に
は
印
か
ん
が
、
ま
た
同

居
親
族
以
外
の
代
理
人
に
は
委
任

状
が
必
要
で
す
。

　

本
人
確
認
の
た
め
、
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
の
提
示

を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　

税
務
課　

☎
82
・
０
６
６
２

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す

　

４
月
２
日
（
月
）
～
５
月
１
日
（
火
）
ま
で
、平
成
19
年
度
の
固
定
資
産
税
の
基
礎
と
な
る
、

土
地
、
家
屋
の
評
価
額
な
ど
を
記
載
し
た
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
し
ま
す
。

　

３
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
、
さ

い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
（
埼

玉
県
）
で
開
催
さ
れ
る
「
第
38
回

全
国
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
優

勝
大
会
（
春
高
バ
レ
ー
）」
に
、

大
西
孝
子
さ
ん
（
久
崎
・
滋
賀
県

近
江
高
校
２
年
）・
石
田
紗
己
さ

ん
（
上
上
月
・
同
校
１
年
）
が
出

場
し
ま
す
。

　

近
江
高
校
は
、
２
月
３
日
と
17

日
に
行
わ
れ
た
滋
賀
県
大
会
で
、

他
の
チ
ー
ム
を
寄
せ
つ
け
な
い
圧

倒
的
な
展
開
で
、
す
べ
て
の
試
合

を
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
し
、
全
国
大

会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
大
西
さ
ん
が
ス
タ

メ
ン
で
、
石
田
さ
ん
は
重
要
な
場

面
で
の
ピ
ン
チ
サ
ー
バ
ー
と
し
て

出
場
し
、
二
人
と
も
気
迫
あ
ふ
れ

る
プ
レ
ー
で
優
勝
に
貢
献
し
ま
し

た
。

　

大
西
さ
ん
は
昨
年
に
引
き
続
き

２
年
連
続
の
出
場
で
、「
昨
年
は

１
回
戦
で
負
け
た
の
で
今
年
は
全

国
優
勝
を
目
指
し
、
チ
ー
ム
の
み

ん
な
と
力
を
合
わ
せ
全
力
で
戦
い

た
い
」
ま
た
、
石
田
さ
ん
は
中
学

校
時
代
に
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
全
国
都
道
府

県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

に
兵
庫
県
代
表
と
し
て
の
出
場

経
験
も
あ
り
、「
全
国
大
会
は
す

ご
く
気
合
い
の
入
る
大
会
で
す
。

チ
ー
ム
の
先
輩
と
力
を
合
わ
せ
、

日
本
一
に
な
れ
る
よ
う
精
一
杯
努

力
し
ま
す
」
と
全
国
大
会
に
向
け

て
力
強
い
抱
負
を
寄
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

上
月
中
学
校
出
身
で
、
小
学
生

の
と
き
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始

め
、
全
国
大
会
を
夢
見
て
頑
張
っ

て
き
た
二
人
が
、
全
国
大
会
で
夢

を
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
、
み
な
さ

ん
の
温
か
い
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

つ
か
め
！
夢
の
頂
点
を

　

大
西
孝
子
さ
ん
・
石
田
紗
己
さ
ん
（
上
月
中
学
校
出
身
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
高
バ
レ
ー
全
国
大
会
に
出
場

役
場
な
ど
の
終
業
時
間
を
５
時
30
分
ま
で
延
長

大西孝子さん（左）と石田紗己さん

　

町
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
の
た
め
に
、
役
場
な
ど
の
休
憩
時
間
を
昼
１
時
間

と
し
、
こ
れ
ま
で
の
終
業
時
間
の
午
後
５
時
15
分
を
15
分
間
延
長
し
、
午
後
５
時
30
分
ま
で

と
し
ま
し
た
。
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２
月
７
日
に
町
消
防
署
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
防
災
セ
ン
タ
ー
で
、
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
花
旦
治
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
多

年
に
わ
た
り
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
と

し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
指
導

な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
、
前
佐
用
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
の
岡
本
猛

さ
ん
（
上
長
尾
）
に
、
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
か
ら
次
の
か
た
に
よ
る
実

践
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
南
光

連
合
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
嘉

地
巳
一
多
賀
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
が

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」、
三
日
月

連
合
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
猪

口
久
雄
三
日
月
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

が
「
み
な
さ
ん
今
年
も
元
気
で　

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
」、
佐
用

連
合
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
谷

口
勝
美
松
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
が

「
た
っ
ぷ
り
水
飲
み
習
慣
で
病
気

を
防
ご
う
」、
上
月
連
合
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
か
ら
大
下
一
之
西
大

畠
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
が
「
奉
仕
活

動
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
実
践
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

各
老
人
ク
ラ
ブ
が
健
康
に
気
を
つ

け
て
生
き
が
い
と
し
て
地
域
貢
献

を
さ
れ
て
い
る
活
動
内
容
の
発
表

で
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
三
日
月
支

部
13
人
に
よ
る
「
子
ど
も
の
見
守

り
人
形
劇
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
佐
用
警
察
署
大
西
正

美
交
通
課
長
か
ら
「
高
齢
者
の
交

通
安
全
に
つ
い
て
」
の
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

健
康
づ
く
り
と
社
会
奉
仕
を
実
践

ボランティア連絡会三日月支部による
子どもの見守り人形劇

谷口勝美会長の発表

　

２
月
18
日
に
役
場
第
二
庁
舎

で
、
地
球
温
暖
化
防
止
佐
用
町
ミ

ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
町
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
協
議
会
（
山
田
敏
雄
会

長
）が
主
催
で
開
催
し
た
も
の
で
、

講
演
、
実
践
活
動
報
告
、
意
見
交

換
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
兵
庫
県
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
員
（
中
播
磨
地

域
）
の
溝
口
章
宏
さ
ん
が
「
地
球

温
暖
化
問
題
～
進
む
温
暖
化
、
異

常
気
象
、
私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
～
」
と
題
し
て
、
地
球

温
暖
化
の
原
因
や
、
国
際
的
な
温

暖
化
防
止
の
取
り
組
み
、
消
費
者

と
し
て
何
が
で
き
る
か
な
ど
の
お

話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
の
地
球
は
、
人
類
だ
け
の

も
の
で
は
な
く
地
球
上
す
べ
て
の

生
き
物
と
共
存
し
て
お
り
、
将
来

世
代
と
も
共
有
す
る
こ
と
を
認
識

し
、
現
在
の
大
量
廃
棄
社
会
か
ら

循
環
型
社
会
を
目
指
し
て
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
」
と
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
践
活
動
報
告
で
は
、

町
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

の
山
下
睦
さ
ん
（
下
徳
久
上
）
と

濱
名
育
代
さ
ん
（
多
賀
）
が
食
品

ゴ
ミ
や
食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う
と

取
り
組
ん
で
い
る
「
エ
コ
ク
ッ
キ

ン
グ
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

梶
本
順
子
さ
ん
（
田
此
）
が
子
ど

も
た
ち
が
環
境
問
題
に
関
心
を
持

つ
た
め
に
三
日
月
子
ど
も
広
場
な

ど
と
取
り
組
ん
で
い
る
「
環
境
か

る
た
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
は
、
車
や
電
気
の
使

用
に
つ
い
て
考
え
る
、
食
品
は
必

要
な
も
の
を
必
要
な
だ
け
買
う
、

食
品
ゴ
ミ
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す

な
ど
の
自
分
た
ち
で
も
で
き
る
こ

と
を
始
め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

小
さ
な
こ
と
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
始
め
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
球
温
暖
化
防
止
佐
用
町
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム　
　

　溝口章宏さん

　「環境かるた」も会場に展示

「エコクッキング」で大根も
捨てるところはありません
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
と
町
が
協

力
し
て
、
地
域
の
活
性
化
、
文
化

振
興
を
目
的
に
公
開
番
組
「
上
方

演
芸
会
」
を
実
施
し
ま
す
。
観
覧

ご
希
望
の
か
た
は
往
復
は
が
き
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

４
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
開
場

　
　
　
　

午
後
７
時
開
演

■
と
こ
ろ　

　

お
り
ひ
め
文
化
ホ
ー
ル　
　
　

　
　
（
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
内
）

■
出
演
（
50
音
順
）

　

海
原
さ
お
り
・
し
お
り

　

シ
ン
ク
タ
ン
ク

　

Ｗ
ヤ
ン
グ

　

横
山
た
か
し
・
ひ
ろ
し

■
入
場
予
定
数

　

４
５
０
人

■
入
場
申
し
込
み
方
法

　

入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場
券
が

必
要
で
す
。

　

郵
便
往
復
は
が
き
の
往
信
用
裏
面
に

①
郵
便
番
号
・
住
所

②
名
前

③
年
齢

④
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、
役

場
ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
返
信
用
表
面
に

は
、
返
信
先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ

い
（
返
信
用
裏
面
に
は
何
も
書
か
な

い
で
く
だ
さ
い
）。

※
１
枚
の
ハ
ガ
キ
で
お
一
人
分
の

　

お
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

※
入
場
券
１
枚
に
つ
き
、
お
一
人

　

入
場
で
き
ま
す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

　

選
に
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
期
限

　

３
月
27
日
（
火
）
必
着

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

〒
６
７
９―

５
３
８
０　

　
　

佐
用
郡
佐
用
町
佐
用　
　
　

　
　
　
　
　
　

２
６
１
１
番
地
１

　
　

佐
用
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課

　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
上
方
演
芸
会
係　

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
４

　

佐
用
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
は
佐
用
の
吹
奏
楽
好
き
の
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
、
昭
和
57

年
に
結
成
し
ま
し
た
。

　

ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

ウ
イ
ン
ド
は
風
の
ウ
イ
ン
ド
で

は
な
く
、
管
楽
器
の
こ
と
で
す
。

　

当
日
は
春
の
暖
か
い
風
の
よ

う
な
演
奏
を
お
聞
か
せ
し
た
い

と
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

　

曲
目
は
吹
奏
楽
ら
し
い
行
進

曲
か
ら
ビ
ー
ト
ル
ズ
や
ク
ラ

シ
ッ
ク
な
ど
、
楽
し
く
聞
い
て

い
た
だ
け
る
曲
ば
か
り
で
す
。

■
と
き　

３
月
11
日(

日)　

　
　

午
後
１
時
30
分
開
場

　
　

午
後
２
時
開
演 

■
と
こ
ろ　
ス
タ
ー
シ
ャ
ワ
ー
の
森
音
楽
堂

　
　

ス
ピ
カ
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料 

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
予
定
） 

①
「
ウ
ィ
ー
ン
は
い
つ
も
ウ
ィ
ー
ン
」

②
「
鉄
腕
ア
ト
ム
」　

③
「
い
と
し
の
エ
リ
ー
」　

④
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
独
奏　

⑤
高
胡
独
奏　

⑥
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

⑦
「
ヘ
イ
・
ジ
ュ
ー
ド
」　 

⑧
「
イ
エ
ス
タ
デ
ィ
」　　

 

⑨
「
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ー
行
進
曲
」

　
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
番
組
テ
ー
マ
曲
）

⑩
「
木
星
」　

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

佐
用
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

尾
崎
基
彦　

☎
82
・
３
３
３
６

　
　
（
勤
務
先
：
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
）

 

春
の
ひ
と
と
き
を
さ
わ
や
か
な
演
奏
で

笑
い
は
健
康
の
も
と　

さ
あ
出
か
け
ま
し
ょ
う

　

■
佐
用
町
合
併
記
念
事
業
■

　
　

佐
用
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

４
月
13
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
公
開
録
音　
「
上
方
演
芸
会
」
の
収
録
が
行
わ
れ
ま
す
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味
わ
い
の
里
三
日
月
で
は
、
地

域
特
産
品
開
発
の
一
環
と
し
て
恒

例
の
「
三
日
月
そ
ば
料
理
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

為
後
喜
光
先
生
（
ひ
ょ
う
ご
農
村

活
性
化
公
社
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
の

講
演
会
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

　
　

３
月
18
日
（
日
）

　
　

午
前
10
時
30
分　

開
会
式

　
　

午
前
11
時
50
分　

表
彰
式

　
　

午
後
１
時
20
分　

講
演
会

■
と
こ
ろ

　
　

味
わ
い
の
里
三
日
月

■
内
容

　

・
三
日
月
そ
ば
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

　

・
講
演
会
「
家
庭
で
手
軽
に
作

　
　

れ
る
料
理
の
コ
ツ
」

※
み
か
づ
き
市
も
同
時
開
催
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

味
わ
い
の
里
三
日
月　
　
　

　
　
　
　

☎
79
・
２
５
２
１

三
日
月
そ
ば
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

満
開
の
「
桜
と
笑
顔
」
に
会
い
に
行
こ
う

　

佐
用
町
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会

で
は
、
合
併
後
第
２
回
目
と
な
る

｢

佐
用
町
桜
ま
つ
り｣

を
４
月
７

日
（
土
）
に
開
催
し
ま
す
。

　

郷
土
芸
能
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
、
バ
ザ
ー
他
、
幅
広
い
年

齢
の
か
た
が
た
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
に
ぎ
や
か
な
お
祭
り
で

す
。
今
年
も
多
く
の
み
な
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
き

　
　

４
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
～

　
　
　
　
　
　
（
雨
天
決
行
）

■
と
こ
ろ

　

笹
ケ
丘
公
園
笹
ヶ
丘
ド
ー
ム

■
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
用
町
桜
ま
つ
り
実
行
委
員　

会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
）　

　
☎
82
・
０
６
７
０　財団法人高輝度光科学研究センターで

は、４月下旬の「科学技術週間」に合わ
せて、所内の施設をみなさんに公開する

「施設公開」を開催します。施設公開では、
普段見ることのできない各施設の公開・
見学のほか、科学実験や科学講演会など
を実施します。 
■とき　４月２２日（日）
　　　　午前９時３０分～午後４時３０分
■ところ　ＳＰｒｉｎｇ - ８施設
■入場料　無料（お気軽にお越しください）
■内容
　●一般公開
　　（蓄積リング棟、中央制御室、放射光普及棟、
　　　Ｘ線自由電子レーザー 試験加速器、生物系
　　　特殊実験施設、ニュースバル）
　●科学講演会
　　「毛髪の放射光分析による健康診断」
　　「ＳＰｒｉｎｇ - ８の光で見えた超
　　微量のアスベスト」
　●セミナー
　　からだを守り、輝く砦 - 皮膚角層 -
　●科学実演・工作
　　工作、実験、実演を通じてＳＰｒｉ
　　ｎｇ - ８の技術に触れます。
※以上のコースは申し込み不要、当日直
　接お越しください。）
　●見学ツアー
　　加速器見学ツアー
　　実験ホール一周ツアー
※中学生以上限定、所定の往復はがきで
　のお申し込みが必要です。
■詳しくは、ホームページをご覧いただく
　かお問い合わせください。
■お問い合わせ
　㈶高輝度光科学研究センター　広報室
　　☎０７９１- ５８- ２７８５
　http://www.spring8.or.jp/ja/news/facility_event/open_sp807

世界に誇る最先端科学
技術にふれてみよう

昨年は料理教室を開催

　
　
　
　
　
　

第
２
回
佐
用
町
桜
ま
つ
り
は
４
月
７
日
（
土
）

４月２２日 ( 日）に「ＳＰｒｉ
ｎｇ - ８」施設が公開されます



10

　

２
月
11
日
に
兵
庫
県
立
人
と
自

然
の
博
物
館（
略
称
／
ひ
と
は
く
）

で
行
わ
れ
た
、
県
下
の
自
然
科
学

の
活
動
家
が
研
究
成
果
を
発
表
す

る
会
で
、
22
グ
ル
ー
プ
の
中
か
ら

「
さ
よ
う
子
ど
も
ア
ー
ト
ス
ク
ー

ル
」
が
「
県
立
人
と
自
然
の
博
物

館
名
誉
館
長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体

と
な
っ
た
自
然
体
験
活
動
で
あ
る

こ
と
、
そ
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
高
校
生
と
の
異
世
代
交
流
な

ど
、
多
方
面
か
ら
生
涯
学
習
支
援

を
実
践
し
た
取
り
組
み
で
あ
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
〝
ア
ー
ト
と
サ
イ
エ

ン
ス
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
〟
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
ひ
と
は

く
と
の
共
催
で
「
地
域
子
ど
も
研

究
員
」
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施

し
、
町
内
の
小
学
生
約
30
人
が
月

に
一
度
、
町
内
各
地
に
出
か
け
て

行
き
、
自
然
体
験
や
創
作
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
昆
虫
採
集
や
ま
ち

た
ん
け
ん
、
花
を
描
い
た
り
魚
を

食
べ
た
り
、
大
撫
山
か
ら
採
取
し

た
土
か
ら
ク
レ
ヨ
ン
を
作
っ
た

り
、
本
物
の
動
物
の
骨
を
組
み
立

て
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

通
じ
て
の
驚
き
や
感
動
、
学
び
や

発
見
な
ど
を
、
子
ど
も
た
ち
が
自

分
の
言
葉
で
堂
々
と
発
表
し
、
多

く
の
か
た
か
ら
大
き
な
拍
手
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
年
間
の
活
動
を
有
終
の
美
で

飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

い
じ
め
は
決
し
て
許
さ
れ
な

い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
ど
の

子
ど
も
に
も
ど
の
学
校
で
も
起

こ
り
得
る
こ
と
で
す
。
こ
の
問

題
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識

し
、
佐
用
町
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
い
じ
め
を
早
期

に
発
見
し
、
早
期
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
、
教
職
員
全
体
で

い
じ
め
問
題
の
解
決
に
取
り
組

む
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
を
対
象
に

い
じ
め
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
も
実
施
し
、
実
態
や
問
題
点

の
把
握
を
し
、
適
切
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
家
庭
や
地
域
と
連

携
協
力
を
図
り
、
い
じ
め
の
根

絶
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、「
子
ど
も

と
親
の
相
談
員
」
が
町
内
の
各

小
学
校
に
配
置
さ
れ
ま
す
。
こ

の
事
業
は
、
い
じ
め
問
題
を
中

心
と
し
た
子
ど
も
や
保
護
者
か

ら
の
相
談
を
受
け
た
り
、
学
校

と
保
護
者
が
円
滑
に
連
携
で
き

る
よ
う
な
支
援
な
ど
を
行
っ
た

り
す
る
こ
と
で
、
い
じ
め
な
ど

の
早
期
発
見
・
早
期
解
決
を
含

め
た
教
育
相
談
体
制
の
充
実
を

図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

佐
用
町
で
は
、
民
生
・
児
童

委
員
の
か
た
が
た
に
こ
の
相
談

員
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
員
は
全
小
学
校
に
、
３

月
中
の
児
童
が
登
校
し
て
い
る

時
間
帯
に
非
常
勤
配
置
さ
れ
ま

す
。

　

詳
細
は
、
各
小
学
校
へ
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
気
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

教
育
委
員
会
教
育
推
進
課

　
　
　
　

☎
82
・
２
４
２
５

  

「い
じ
め
」
は
許
し
ま
せ
ん

　
３
月
は
各
小
学
校
で
「
子
ど
も
と
親
の
相
談
員
」
が
相
談
に
応
じ
ま
す

さ
よ
う
の
自
然
は
そ
の
ま
ま
ア
ー
ト
！

　
　
　

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
「
さ
よ
う
子
ど
も
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
」
が
ひ
と
は
く
名
誉
館
長
賞
受
賞

体験発表をする子どもたち

さよう子どもアートスクール
　
　「さよう子どもアートスクール（以
下／アートスクール）は平成１６
年度から『さよう○

まる

ごと美術館プロ
ジェクト～さようの自然がそのまま
アート！～』と題し、本格始動しま
した。そのきっかけとなったのは、
平成 14 年度に佐用で開催された “ ひ
とはくキャラバン ” です。それまで
は創作行為、作品が主体であった子
どもの事業を見直し、過程を重視し
た自然活動から、創造性（想像性）・
感性豊かな子どもを育むことを目的
として始めました。子どもたちのグ
ループ活動をサポートするリーダー
養成も行い、平成 15 年度から佐用
高校生を対象にグループ活動サポー
ター養成講座を開催しています。現
在では卒業生もアートスクールの活
動を支援し、高校生にとっても学び
の場になっています。子どもたちも
活動内容もさることながら、様々な
学校の、異なった年代の友達との交
流を楽しみに参加しています。

泥絵の具づくり
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●
家
族
や
地
域
の
方
々
に
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ

　
　

●
規
則
正
し
い
生
活
（
早
寝
、
早
起
き
、
き
ち
ん
と
し
た
食
事
な
ど
）

　
　

●
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
に
で
も
礼
儀
正
し
い
態
度

　
　

●
新
学
年
度
へ
の
目
標
や
目
的
を
持
っ
た
日
々
の
生
活

　
　

●
危
険
玩
具
（
エ
ア
ガ
ン
な
ど
）
は
、
使
用
し
な
い

　
　

●
火
遊
び
は
し
な
い

　
　

●
危
険
な
場
所
（
線
路
、
池
、
工
事
現
場
な
ど
）
に
は
行
か
な
い

　
　

●
不
審
な
車
、
電
話
の
誘
い
に
乗
ら
な
い

　
　

●
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り
、
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
気
を
つ
け
る

　
　

●
夕
方
、
暗
く
な
ら
な
い
う
ち
に
帰
宅
す
る

　
　

●
行
き
先
、
帰
宅
時
刻
を
お
家
の
人
に
き
ち
ん
と
伝
え
る

　
　

●
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
は
節
度
あ
る
使
い
方
を
す
る

　
　

●
法
に
触
れ
る
行
為
は
絶
対
に
し
な
い(

買
い
物
の
マ
ナ
ー
を
守
る
な
ど)

　
　

●
「
い
か
・
の
・
お
・
す
・
し
」
を
徹
底
し
て
守
る

　
　
　
（
い
か･･･

行
か
な
い　

の･･･

乗
ら
な
い　

お･･･

大
声
を
出
す　

す･･･

す
ぐ
逃
げ
る　

し･･･

知
ら
せ
る
）

　

不
審
者
情
報
な
ど
は
、
迅
速
に
佐
用
警
察
署
（
☎
82
・
０
１
１
０
）
へ

　

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
会
教
育
推
進
課　

☎
82
・
２
４
２
５

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
ろ
う

　

佐
用
町
保
幼
小
中
高
児
童
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
で
は
、
春
休
み
中

の
子
ど
も
た
ち
に
次
の
よ
う
な
指
導
を
し
ま
す
。

佐用ＦＣ　
佐用（少年）フットボールクラブ
■対象者　
　町内の男女小学生
　　（新１～６年生）
■通常練習　
　木曜日　午後６時 30 分～８時
　　　　　（３・４年生）
　　　　　午後８時～９時 30 分
　　　　　（５・６年生）
　金曜日　午後６時 30 分～８時
　　　　　（１・２年生）
■場所　中安小学校体育館

【新１・２年生】
　★１日体験入会サッカー教室
　　　３月１８日（日）
　　　午後１時３０分～
　　　ひまわりドーム
　　　（南光スポーツ公園内）
　　　保護者同伴で直接会場へお
　　　越しください

【３年生以上】　随時受付　
■お申し込み・お問い合わせ
　留

る た

田正
まさひこ

彦　☎８２- ３０９６

佐用ＳＣ
佐用サッカークラブ
■対象者　
　●少年の部　
　　　町内の保育園年長児及び
　　　小学生
　●女性の部　
　　　町内の保育園年長児以上
　　　一般女性（年齢制限なし）
■練習日　
　日曜日
　午前９時３０分～１２時３０分
■場所　
　佐用町民グラウンド
　（佐用グローリー横）
　（雨天の場合は佐用小学校体育館）
★１日体験サッカー教室
　３月１８日（日）・２５日（日）
　午前１０時～正午
　佐用町民グラウンド
　（雨天の場合は長谷体育館）
上記以外でも随時受付
■お申し込み・お問い合わせ
　石

いしぐろひさみち

黒永眞　☎８２- ３６４６

目指せ！スーパーストライカー　サッカーを楽しもう！
   

ふ
れ
あ
う
心
を
育
て
ま
し
ょ
う

   

守
ら
せ
ま
し
ょ
う

   

し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
皆
で
注
意
し
ま
し
ょ
う

地
域
の
み
な
さ
ま
に
は
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
・
安
心
へ
の
見
守
り

の
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す

上月ＦＣ　
上月フットボールクラブ
■対象者　
　町内の男女小学生
　　（新１～６年生）
■練習日　
　日曜日   午前９時～ 11 時 30 分
　木曜日   午後６時～８時
■場所　
　上月グラウンド
　（雨天の場合はホタルドーム）
★１日体験入部サッカー教室
　３月１５日（木）・２２日（木）
　午後６時～午後８時
　上月グラウンド
　（雨天の場合はホタルドーム）
■お申し込み・お問い合わせ
　中

なかいしよしかつ

石嘉勝　☎８６- ０７６３
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１
月
20
日
に
、
江
川
地
域
づ
く

り
協
議
会
が
淡
路
市
の
長
沢
地
区

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

江
川
地
区
で
は
、
現
在
は
路
線

バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
将
来
の
地
区
の
状
況
に
は
不

安
が
あ
り
、
地
域
交
通
に
つ
い
て

の
調
査
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

11
月
22
日
に
は
、「
地
域
交
通

を
考
え
る
研
修
会
」
を
開
催
し
、

今
回
は
先
進
的
な
地
域
交
通
を
実

践
し
て
い
る
地
域
の
視
察
を
行
っ

た
も
の
で
す
。

　

長
沢
地
区
は
、
淡
路
市
の
背
骨

を
な
す
津
名
丘
陵
上
に
位
置
す

る
、
６
集
落
か
ら
な
る
人
口
約

３
０
０
人
、
１
０
０
世
帯
ほ
ど
の

農
村
地
帯
。
こ
の
地
域
内
に
は
商

店
な
ど
は
な
く
、
生
活
用
品
を
買

う
た
め
に
は
、
高
低
差
３
０
０

メ
ー
ト
ル
の
山
道
を
２
～
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
長
沢
地
区
で

は
、
平
成
７
年
か
ら
住
民
か
ら
自

治
会
へ
の
要
望
を
受
け
て
住
民
が

中
心
と
な
っ
て
ミ
ニ
バ
ス
の
運
行

を
始
め
ま
し
た
。
運
転
手
も
地
区

内
か
ら
５
人
が
交
替
で
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
運
行
は
朝
・
昼
・
夕
の
１
日

３
便
を
中
心
地
ま
で
走
ら
せ
て
い

ま
す
。

　

地
区
の
住
民
は
、
バ
ス
の
利
用

に
関
係
な
く
、
１
世
帯
あ
た
り
年

間
１
万
円
の
負
担
金
を
払
っ
て
い

て
、
こ
の
運
営
を
ま
か
な
っ
て
い

ま
す
。
利
用
者
は
１
便
当
た
り
約

３
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

共
生
の
郷
づ
く
り

シ
リ
ー
ズ
⑱

地
域
交
通
を
考
え
る

　
江
川
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
淡
路
市
長
沢
地
区
を
視
察

たくさんの質問が出ました

長沢地区のｺﾐｭﾆﾃｨｰﾊﾞｽ

　

こ
の
ほ
ど
、
有
限
会
社
ふ
れ
あ

い
の
里
上
月
（
野
村
眞
義
社
長
）

が
２
０
０
６
年
度
「
立
ち
上
が
る

農
山
漁
村
」に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
の
里
上
月
で
は
、
地

域
の
活
性
化
に
は
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
作
り
が
大
き
な
要
因
で
あ

る
と
考
え
、「
生
涯
現
役
」
を
合

言
葉
に
、
い
つ
ま
で
も
現
役
で
生

き
が
い
を
持
て
る
よ
う
に
、
特
産

物
の
も
ち
大
豆
を
使
っ
た
製
品
を

作
り
、
地
域
の
契
約
農
家
や
各
グ

ル
ー
プ
の
販
売
機
会
を
提
供
し
、

加
工
製
品
や
新
鮮
野
菜
な
ど
を
、

Ｊ
Ｒ
上
月
駅
に
隣
接
す
る
特
産
物

直
売
所
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
町
内
外
の
小
中
学
生
の

体
験
学
習
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て

い
て
、
も
の
を
作
る
と
い
う
こ
と

や
、
地
産
地
消
の
教
育
の
一
端
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
も
ち
大
豆
製
品
以
外

に
も
、
地
元
の
高
齢
者
が
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
製
品
の
開
発
に

向
け
て
、
研
究
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

上月中学校の体験学習

  
ふ
れ
あ
い
の
里
上
月
が

　
　
　
　
「
立
ち
上
が
る
農
山
漁
村
」
に
選
ば
れ
る

　
　
　
　
　

農
林
水
産
業
を
核
と
し
て
の
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

　

こ
の
ほ
ど
、
西
新
宿
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
花

し
ょ
う
ぶ
園
が
、
西
播
磨
「
ふ
る

さ
と
の
風
景
づ
く
り
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
者
対
策
へ
の
高

齢
者
自
ら
の
実
践
活
動
と
し
て

「
花
し
ょ
う
ぶ
園
」
を
平
成
10
年

に
開
園
し
、
農
業
を
営
み
な
が
ら

美
し
い
園
を
維
持
す
る
取
り
組
み

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
金
賞
は
、
棚
田
の
保
全

な
ど
を
実
践
さ
れ
て
い
る
、
宍
粟

市
一
宮
町
の
山
田
自
治
会
で
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
の
町
内
の
受
賞
は
、

次
の
と
お
り
。

審
査
員
長
特
別
賞

　

お
お
が
い
ち
む
ら
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

東
徳
久
地
区
農
事
組
合
法
人

　

矢
原
山
ホ
タ
ル
む
ら
実
行
委
員
会

奨
励
賞

　

桜
山
集
落
活
性
化
協
議
会

　

ふ
れ
あ
い
の
郷

　
　

み
う
ち
若
杉
館  

惣
菜
加
工
処

西
新
宿
花
し
ょ
う
ぶ
園
が

　
　
　
　
　
　
「
ふ
る
さ
と
の
風
景
づ
く
り
」
銅
賞

事例発表

　
　
　
　
　

地
域
づ
く
り
活
動
を
通
じ
て
ふ
る
さ
と
の
風
景
づ
く
り
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２
月
11
日
に
上
町
ク
ラ
ブ
で
、

上
町
福
祉
会
が
「
ふ
れ
あ
い
モ
チ

つ
き
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

上
町
自
治
会
は
、
い
ち
は
や
く

防
犯
グ
ル
ー
プ
を
発
足
し
、
地
域

の
防
犯
活
動
を
実
践
し
て
い
て
、

佐
用
警
察
署
員
か
ら
地
域
安
全
の

話
を
聞
い
た
あ
と
、
地
域
の
日
ご

ろ
の
見
守
り
活
動
に
、
小
学
生
を

代
表
し
て
関
山
成
美
さ
ん（
上
町
）

と
四
宮
瑞
希
さ
ん
（
上
町
）
が
地

域
の
み
な
さ
ん
に
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
高
齢
者
代
表
も
、
地
域

で
の
見
守
り
活
動
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
参
加
者
の
小
学

生
、
高
齢
者
１
０
０
人
余
り
が
も

ち
つ
き
を
し
て
、
お
い
し
い
お
も

ち
を
食
べ
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

２
月
４
日
に
加
西
市
で
、
第
61

回
男
子
／
第
22
回
女
子
兵
庫
県

郡
市
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
開

催
さ
れ
、
佐
用
郡
か
ら
男
女
各
１

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
ふ
る
さ
と
佐

用
の
期
待
を
胸
に
タ
ス
キ
を
つ
な

ぎ
ま
し
た
。

　

谷
口
由
衣
さ
ん
（
佐
用
高
校
３

年
・
大
坪
）
が
女
子
４
部
で
区
間

賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
結
果
は
、
男
子
が
３
部

で
８
位
、
女
子
が
４
部
で
４
位
と

健
闘
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
の
幅

広
い
年
代
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

は
、
上
位
入
賞
を
目
指
し
昨
年
の

冬
休
み
か
ら
合
同
で
練
習
を
積
み

重
ね
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
こ

の
大
会
に
備
え
て
き
ま
し
た
。

谷
口
由
衣
さ
ん
が
郡
市
区
対
抗
駅
伝
で
区
間
賞

　
　
　
　
　
　  

第
22
回
女
子
兵
庫
県
郡
市
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

地
域
の
き
ず
な
を
深
め
ま
し
た

感謝の気持ちを伝えました

　

上
町
福
祉
会
が
ふ
れ
あ
い
モ
チ
つ
き
大
会   

　

２
月
11
日
に
、
上
月
地
域
づ
く

り
協
議
会
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21

こ
う
づ
き
、
体
育
指
導
委
員
会
上

月
支
部
の
共
催
で
新
春
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
、
約
１
４
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

上
月
文
化
会
館
を
発
着
点
と

し
、
歴
史
資
料
館
で
は
教
育
委
員

会
職
員
か
ら
上
月
城
の
歴
史
説
明

を
聞
い
た
り
施
設
内
の
見
学
を
行

い
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
し
た
後
は
特

産
品
の
も
ち
大
豆
み
そ
煮
込
み
そ

ば
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
交
流

  　
上
月
地
域
づ
く
り
協
議
会
な
ど
が
新
春
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会  

　

２
月
６
日
上
月
文
化
会
館
で
、

(

有)

ふ
れ
あ
い
の
里
上
月
主
催

の
第
４
回
上
月
特
産
も
ち
大
豆
料

理
・
加
工
品
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
出
品
さ
れ
た
28
作
品
の
中

か
ら
関
係
機
関
の
代
表
者
と
一
般

審
査
員
に
よ
る
見
た
目
、
味
な
ど

の
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
作
品
な

ど
８
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
（
敬

称
略
）

最
優
秀
賞

　
「
お
か
ら
の
抹
茶
風
味 

水
よ
う
か
ん
」

　
　
　
　
　

坂
本
久
子
（
仁
位
）

優
秀
賞

　
「
和
風
モ
ン
ブ
ラ
ン
」　　
　
　

　
　
　
　
　

河
嶋
友
絵
（
山
脇
）

　
「
も
ち
大
豆
梅
干
入
り
き
な
こ
ア
メ
」　

　
　
　
　
　
　

妹
尾
さ
つ
き
（
才
金
）

　
「
ヘ
ル
シ
ー
和
風
も
ち
大
豆
み

　

そ
コ
ロ
ッ
ケ
」

　
　
　
　
　
　
　

西
村
眞
理（
上
郡
町
）

特
別
賞　

　
「
大
豆
＋
乾
物
入
り
タ
ル
ト
」　

　
　
　
　
　

熊
橋
由
伊（
た
つ
の
市
）

　
「
も
ち
大
豆
み
そ
入
り
プ
リ
ン
」

　
　
　
　
　

山
根
雅
子
（
大
酒
）

　
「
大
豆
の
か
き
揚
げ
」

　
　
　
　
　

東
本
友
理
愛（
宍
粟
市
）

　
「
星
ぞ
ら
利
神
三
パ
ン
」

　
　
　
　
　

利
神
小
３
年
生

　
　
　
　
　

第
４
回
上
月
特
産
も
ち
大
豆
料
理
・
加
工
品
コ
ン
テ
ス
ト

みんな元気にウォーキング

「
お
か
ら
の
抹
茶
風
味  

水
よ
う
か
ん
」

　
　
　
　

坂
本
久
子
さ
ん
（
仁
位
）
が
最
優
秀
賞

谷口由衣さん

「おからの抹茶風味 水ようかん」　

坂本久子さん
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ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
と
は

●
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
へ

　

自
動
車
で
仲
間
と
飲
食
店
な
ど

へ
行
く
場
合
に
、
お
酒
を
飲
ま
な

い
人
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を

決
め
、
そ
の
人
が
、
仲
間
を
自
宅

ま
で
送
り
届
け
る
運
動
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
８

割
の
国
民
が
意
味
を
理
解
し
て
い

る
と
い
わ
れ
る
「
ボ
ブ
運
動
」
を

参
考
に
し
て
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ

で
は
、仲
間
同
士
や
飲
食
店
が「
今

日
の
ボ
ブ
は
誰
？
」と
呼
び
か
け
、

グ
ル
ー
プ
内
で
飲
酒
を
し
な
い
人

を
決
め
て
お
き
、
飲
食
店
も
こ
れ

に
協
力
す
る
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
、

飲
酒
運
転
を
追
放
す
る
た
め
に
、

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

●
酒
類
を
提
供
す
る
お
店
の
か
た
へ

　
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

１
．
お
客
様
が
車
で
来
店
さ
れ
た

　
　

か
ど
う
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

２
．
そ
の
時
に
、
ど
な
た
が
車
を

　
　

運
転
す
る
の
か
（
ハ
ン
ド
ル

　
　

キ
ー
パ
ー
）
を
ご
確
認
く
だ

　
　

さ
い
。

３
．
車
を
運
転
す
る
人
（
ハ
ン
ド

　
　

ル
キ
ー
パ
ー
）
に
は
、
ア
ル

　
　

コ
ー
ル
類
を
提
供
し
な
い
で

　
　

く
だ
さ
い
。

４
．
車
を
運
転
す
る
人
（
ハ
ン
ド

　
　

ル
キ
ー
パ
ー
）
に
は
、
目
印

　
　

と
な
る
も
の
を
お
渡
し
す
る

　
　

か
、
目
印
と
な
る
も
の
を
席

　
　

に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

５
．
お
客
様
が
運
転
代
行
な
ど
を

　
　

依
頼
し
て
帰
ら
れ
る
時
は
、

　
　

そ
の
確
認
が
で
き
る
ま
で
車

　
　

の
キ
ー
を
お
預
か
り
く
だ
さ

　
　

い
。

　

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
は
、
あ

な
た
の
人
生
を
確
実
に
狂
わ
せ
ま

す
。

・
酒
を
飲
ん
だ
ら
車
を
運
転
し
な

　

い
・
運
転
す
る
時
は
酒
を
飲
ま
な
い

・
運
転
す
る
人
に
は
酒
を
飲
ま
せ

　

な
い

　

以
上
の
３
つ
の
こ
と
を
し
っ
か

り
守
っ
て
、
飲
酒
運
転
の
追
放
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　

佐
用
警
察
署

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
１
１
０

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
で
飲
酒
運
転
を
追
放

　
　
　
　
　
　

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
を
ご
存
じ
で
す
か
？　―

　

佐
用
警
察
署　―

　

　

　

西
播
磨
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
委
員

会
・
福
祉
マ
ッ
プ
作
成
推
進
チ
ー

ム
が
、
社
会
参
加
を
め
ざ
す
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
か
た
が
安

心
し
て
外
出
で
き
る
と
と
も
に
、

関
係
者
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、

西
播
磨
地
域
に
あ
る
障
害
者
ト

イ
レ
の
設
備
と
環
境
な
ど
に
つ

い
て
実
地
調
査
を
行
っ
た
結
果

を
ま
と
め
た
冊
子
「
西
播
磨
福

祉
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

■
内
容

　

障
害
者
ト
イ
レ
の
設
備
状
況

　

表
、
高
齢
者
関
連
施
設
一
覧

　

及
び
そ
の
所
在
地
マ
ッ
プ

①
記
載
し
て
い
る
主
な
ト
イ
レ

　

の
設
備
項
目

・
ト
イ
レ
場
所
案
内
板
の
有
無
、

　

ス
ロ
ー
プ
の
有
無
、
ト
イ
レ

　

内
段
差
の
有
無
、
ド
ア
の
形

　

態
（
引
戸
、
開
戸
）、
洗
浄
便

　

座
の
有
無
、
緊
急
用
ブ
ザ
ー

　

の
有
無
な
ど

②
高
齢
者
関
連
施
設

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、（
特

　

別
）
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
ケ

　

ア
ハ
ウ
ス
、
介
護
老
人
保
健

　

施
設

■
配
布
先

　

社
会
福
祉
協
議
会
、
障
害
者

　

協
会
、
施
設
な
ど

■
そ
の
他

　

ご
希
望
の
か
た
に
は
配
付
し

ま
す
。
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
希
望
の
旨
と
送
付
先
を

記
載
し
、
返
信
用
切
手
３
９
０

円
を
同
封
の
う
え
、
左
記
事
務

局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

西
播
磨
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
委
員

　

会
事
務
局　

西
播
磨
県
民
局 

　

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
課

　

☎
０
７
９
１
・
58
・
２
１
１
５

 

《
西
播
磨
県
民
局
だ
よ
り
》

　

高
齢
者
、
障
害
者
の
社
会
参
加
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
播
磨
福
祉
マ
ッ
プ
を
発
行
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『一酸化炭素中毒』
　今年の冬は暖冬と言いますが、もう少し暖房器具は
離せませんね。ところで、みなさんがお使いの石油
ファンヒーターや湯沸かし器が不完全燃焼を起こすと
一酸化炭素が発生し、それを人が吸えば中毒症状とな
り、最悪の場合は死に至るかもしれない事をご存じで
すか？今回は、一酸化炭素中毒についてお話しします。
　一酸化炭素（ＣＯ）は、石油 ･ 練炭 ･ ガス、などが
不完全燃焼を起こしたときに発生します。 また、空気
とほぼ同じ重さで、無色、無臭、無刺激のため見分け
たり、嗅ぎ分けたりすることが難しく毒性は非常に強
力です。
　 ストーブなどの不完全燃焼によって中毒死する原因
は、一酸化炭素が部屋に充満していることに気付かず、
気が付いたときには、意識はあっても体が動かなくなっ
ているからです。
　初期症状は風邪に似ていて頭痛・吐き気・めまい・
倦怠感などがあり、呼吸数や脈拍数の増加が起こり、
さらに進むと意識がなくなって呼吸が停止してしまい
ます。
　ここで注目したいのが「意識があっても身体が動か
なくなる」という症状です。自覚症状を感じた場合は、
直ちに機器の使用を中止し、窓を開け換気をしてくだ
さい。また、気分が悪い場合は医師に相談し、その後、
暖房機器のメーカーか販売店に相談してください。
　中毒を起こさないためには、石油ストーブや石油ファ
ンヒーターを使用する部屋では、定期的（30 分～１時
間程度に１回）に換気を行うよう習慣づけましょう。
　また、同じ部屋でガスコンロなどの別の燃焼器具を
使うと、急速に酸素が不足し一酸化炭素の発生量が多
くなりますので注意しましょう。
　一酸化炭素中毒は、その濃度、吸引時間に大きく左
右されます。一酸化炭素中毒の危険については、機器
の燃焼量、排ガス中の CO 濃度、部屋の大きさ、換気
回数によって異なりますが、一般的には、CO 濃度（％）
×呼吸時間（分）の値が３を超えると人体に影響があ
るといわれています。

救命士からの

ワンポイントアドバイス
今回は

「一酸化炭素中毒」について

【一酸化炭素中毒症状】
空気中における一酸化炭素濃度（％） 吸引時間と中毒症状
0.02 %  ２～３時間で前頭部に軽度の頭痛
0.04 %  １～２時間で前頭痛・吐き気  ２. ５～３. ５時間で後頭痛
0.08 %  ４５分で頭痛・めまい・吐き気、けいれん　２時間で失神
0.16 %  ２０分で頭痛・めまい・吐き気　２時間で死亡
0.32 %  ５～１０分で頭痛・めまい　３０分間で死亡
0.64 %  １～２分で頭痛・めまい　１５～３０分間で死亡
1.28 %  １～３分で死亡

　

こ
の
ほ
ど
、
消
防
署
で
は
、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台
を
更

新
し
ま
し
た
。

　

こ
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
、

消
火
の
た
め
に
毎
分
２
０
０
０

㍑
以
上
の
放
水
能
力
を
持
つ
と

と
も
に
、
救
助
工
作
車
と
し
て

の
機
能
も
設
計
さ
れ
て
お
り
、

今
ま
で
以
上
に
様
々
な
資
機
材

を
積
ん
で
い
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
で
発
生
し
て
い
る

火
災
を
見
る
と
、
社
会
情
勢
の
変

化
に
伴
い
、
予
想
も
し
な
い
火
災

が
発
生
し
、
大
切
な
命
を
失
っ
た

り
多
大
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
火
災
に
備
え
る
た
め

に
は
、
今
ま
で
以
上
に
防
火
意
識

を
高
め
、
非
常
時
に
備
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
消
防
署
で
は
消
防
法
で

定
め
ら
れ
た
事
業
所
に
は
、
消
防

計
画
に
基
づ
く
消
防
訓
練
の
指
導

を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
事

業
所
に
も
火
災
予
防
の
た
め
、
消

火
訓
練
・
避
難
訓
練
を
指
導
し
ま

す
。

　

ま
た
、
自
治
会
単
位
で
の
消
火

訓
練
・
防
火
講
話
、
さ
ら
に
は
、

昨
年
か
ら
設
置
義
務
化
と
な
っ
た

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
説
明
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

か
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　

消
防
署
予
防
係　

　
　
　
　
　

☎
82
・
３
８
７
４

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
消
防
訓
練
を

　
　
　
　
　
　
　

消
防
訓
練
な
ど
防
火
指
導
を
行
い
ま
す　―

　

町
消
防
署　―

　
　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新　
　―

　

町
消
防
署　―

放
水
能
力
が
さ
ら
に
ア
ッ
プ
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「
本
と
わ
た
し
」
読
書
講
演
会

　
　
　

国
際
児
童
図
書
評
議
会　

主
催

　

大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す

年
頃
の
子
ど
も
た
ち
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
「
夢
」
を
考
え
る
機
会
と
な

る
よ
う
に
企
画
さ
れ
た
、
リ
レ
ー

講
演
「
本
と
わ
た
し
」
が
本
町
へ

や
っ
て
き
ま
す
。

　

作
家
か
ら
子
ど
も
時
代
の
思
い

出
や
本
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て
、
直
接
話
を
聞
き
ま
す
。

　

中
・
高
校
生
だ
け
で
な
く
、
一

般
の
か
た
も
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

３
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～

●
場
所　

上
月
中
学
校
多
目
的
室

●
講
師　

野
坂
悦
子
（
翻
訳
家
）

　
　
　
　

最
近
の
作
品
『
第
八
森

　
　
　

の
子
ど
も
た
ち
』（
福
音

　
　
　

館
書
店
）、『
フ
ラ
ン
ダ
ー

　
　
　

ス
の
犬
』（
岩
波
書
店
）　

　
　
　

な
ど

●
対
象　

中
・
高
校
生
、
一
般

●
そ
の
他　

入
場
無
料　

●
参
加
申
込
期
限

　
　
　
　

３
月
９
日
（
金
）
ま
で

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　

図
書
館　

《
館
内
特
別
整
理
日
は
、
秋
に
》

　

図
書
館
で
は
、
通
常
の
月
末
整

理
日
に
は
行
え
な
い
所
蔵
図
書
の

整
理
を
、
例
年
４
月
に
特
別
整
理

期
間
を
設
け
て
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
９
月
～
10
月
ご
ろ
に

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

と
し
ょ
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
そ
ば
せ
隊
」
の
お
は
な
し
会

●
日
時　

毎
週
土
曜
日

　
　

午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
対
象　

幼
児
・
小
学
生

●
そ
の
他　

申
込
不
要

お
は
な
し
会　

●
日
時　

毎
週
日
曜
日

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
３
時

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
対
象　

５
歳
以
上
の
子
ど
も

●
３
月
の
お
は
な
し　

　
　
『
一
つ
目
、二
つ
目
、三
つ
目
』

●
そ
の
他　

申
込
不
要

　　　　　　　

　　　　　　　　　　佐用郡佐用町佐用２５８５
　　　　　　　　　　佐用町立図書館
　　　　　　　　　　　　☎８２- ０８７４
　　　　　　　　　　　　FAX ８２- ０３１３
　ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　toshokan@town.sayo.lg.jp
　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.toshokan.town.sayo.lg.jp

　３月　March　弥生 　             ４月　April　卯月
　日 月 火 水 木 金 土      日 月 火 水 木 金 土
　   　　　　 １ ２ ３　　　１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
　４ ５ ６ ７ ８ ９ 10　　　８ ９ 10 11 12 13 14 
  11 12 13 14 15 16 17      15 16 17 18 19 20 21
  18 19 20 21 22 23 24      22 23 24 25 26 27 28
  25 26 27 28　　　　  　　 29 30 
                        

「行
事
と
も
に
成
長
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
た
ち
」

　

１
月
13
日
に
行
わ
れ
た
『
子

育
て
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
で

初
め
て
４
地
域
合
同
の
創
作
劇

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
少
な
い

練
習
時
間
の
中
で
50
人
の
練
習

は
、
た
い
へ
ん
な
も
の
で
し
た
。

初
め
て
の
舞
台
に
と
ま
ど
う
子

ど
も
た
ち
、
親
同
士
も
初
め
て

出
会
う
人
も
い
て
、
な
か
な
か

ま
と
ま
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。　
　

　

と
こ
ろ
が
、
当
日
出
番
を
待

つ
緞
帳
の
降
り
た
舞
台
で
は
、

「
ど
き
ど
き
す
る
わ
」
と
い
う
お

母
さ
ん
よ
り
も
、
生
き
生
き
と

し
た
表
情
で
、
舞
台
の
そ
で
で

見
守
る
ス
タ
ッ
フ
に
手
を
振
る

余
裕
さ
え
も
み
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
た
っ
た
10
分
の
舞
台
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の

拍
手
を
い
た
だ
き
、
み
ん
な
が

ひ
と
つ
に
な
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

２
月
に
は
節
分
の
豆
ま
き
を

し
ま
し
た
。
豆
を
入
れ
る
鬼
エ

プ
ロ
ン
も
小
さ
な
手
で
一
緒
に

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
豆
ま
き
を
す
る

前
に
「
お
に
さ
ん
へ
ん
し
ん
」

の
紙
芝
居
を
見
て
、
み
ん
な
の

心
の
中
に
い
る
『
泣
き
虫
鬼
』

や『
怒
り
ん
ぼ
鬼
』を
退
治
し
て
、

に
こ
に
こ
で
元
気
な
子
ど
も
に

な
る
よ
う
に
話
を
し
た
後
、
怖

い
鬼
が
登
場
し
ま
し
た
。
去
年

は
泣
い
て
ば
か
り
い
た
子
ど
も

た
ち
が
、
一
瞬
固
ま
り
ま
し
た

が
、元
気
に「
鬼
は
外
」「
福
は
内
」

と
豆
ま
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
最
後
に
鬼
と
握
手
し
て

記
念
写
真
も
と
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
「
こ
れ
で
、
泣
き
虫
鬼
い
な
く

な
る
ね
。
マ
マ
の
プ
ン
プ
ン
鬼

も
い
な
く
な
る
ね
」
と
優
し
い

親
子
の
会
話
が
印
象
的
で
し
た
。

（
キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ
）

★
お
問
い
合
わ
せ

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　

   

☎
82
・
４
１
０
８

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

      　

  

☎
86
・
１
１
５
３

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

ママプラザ
　　　だより

お
り
が
み
教
室

●
日
時　

３
月
24
日(

土)

　
　
　
　

午
後
２
時
～
２
時
30
分

●
場
所　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
会
議
室

●
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も　

　
　
　
　
　
（
親
の
参
加
も
可
）

●
３
月
の
お
り
が
み　

　
　
「
お
ひ
な
さ
ま
」

●
そ
の
他　

申
込
不
要

  

お
り
が
み
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

上
月
文
化
会
館　

移
動
図
書
館

 

「
い
な
か
の
本
だ
な
」

　 

３
月
の
巡
回
日
は

　
　
　
　
　

17
日(

土
）
で
す
。

図書館だより

やさしい鬼もいるんだね
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2007/ ３月号

●大人向けの本
　「本気」になって自分をぶつけてみよう　－人生を抜      
　　　群に面白くする私の２０の方法　
　　　　　　　　　　　　   小柴昌俊／著　三笠書房
　東眺西望　－歴史エッセイ　   陳舜臣／著　たちばな出版
　軍師山本勘助　－語られた英雄像　
　　　　　　　　　　   笹本正治／著　新人物往来社
　播磨奇人伝　翻刻　  宇都宮大潔／編 播磨学研究所
　安倍晋三の力量　　　　　　   塩田潮／著　平凡社
　世界に格差をバラ撒いたグローバリズムを正す
　　   ジョセフ・Ｅ．スティグリッツ／著　徳間書店
　すべては脳からはじまる　
　　　　　　　　　   茂木健一郎／著　中央公論新社
　中高年のためのらくらく安心運転術　
　　　　　　　　　　　　   徳大寺有恒／著　草思社
　米粉でクッキング＆パン作り　－さくっ、もちっ、とろー
　　　りのおいしさ　  　　　　　吉田育子／著　素朴社
　岡山の道しるべ　巖津政右衛門／著　日本文教出版
　王様と私　－友人、時には敵、そしてマネージャーだった私
　　　が栄光の王座に就いたパバロッティの私生活を修正なしで
　　　公開する　ハーバート・ブレスリン／著　集英社

　女はなぜ土俵にあがれないのか　内館牧子／著　幻冬舎
　まいにち薔薇いろ田辺聖子Ａ　ｔｏ　Ｚ　
　　　　　　　　　　　   田辺聖子ほか／著　集英社
　十七歳の硫黄島　　　　   秋草鶴次／著　文芸春秋
　発達障害だって大丈夫　－自閉症の子を育てる幸せ	
　　　　　　　　　   堀田あけみ／著　河出書房新社
　フィッシュストーリー　   伊坂幸太郎／著　新潮社
　「衣兵団」の日中戦争　　　 伊藤桂一／著　光人社
　もう一度会いたい　小杉健治／著　日本放送出版協会
　一瞬の風になれ　１・２・３　
　　　　　　　　　　　　   佐藤多佳子／著　講談社
　世間の辻　－公事宿事件書留帳　
　　　　　　　　　　　　   沢田ふじ子／著　幻冬舎
★最愛　　　　　　　　　　   真保裕一／著　新潮社
　植物診断室　　　　　　   星野智幸／著　文芸春秋
■決戦川中島　－風雲の武将信玄　
　　　　　　　　　　　   松本清張／著　一草舎出版
　喪失　　　　　　　　　   森村誠一／著　徳間書店
　ドアＤ　　　　　　　　　   山田悠介／著　幻冬舎
　正しく時代に遅れるために　－有栖川有栖エッセイ集

　　　　　　　　　　　　   有栖川有栖／著　講談社
　もう愛の唄なんて詠えない
　　　　　　　　   さだまさし／著　ダイヤモンド社
　わが終わりにわが始めあり　上・下　－不滅の女王メ
　　　リー・スチュアート　エリザベス・バード／著　麗沢大学出版会
●子ども向けの本		
　１３７億光年のヒトミ　　   鳴沢真也／著　草炎社
　チョコレートの大研究　
　　日本チョコレート・ココア協会／監修　ＰＨＰ研究所
★は図書館と南光図書室に、■は図書館と三日月図
書室にあります。

新着図書案内
H19. １.11 ～ H19. ２.10 受け入れ分の一部

        　

前
回
、
脳
機
能
を
鍛
え
る
具
体

的
な
方
法
と
し
て
、

①
簡
単
な
読
み
書
き
計
算

②
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

③
手
指
を
使
っ
て
何
か
を
作
る　

　
（
創
造
す
る
）

と
い
う
３
つ
の
方
法
を
お
話
し
し

ま
し
た
。

　

今
回
も
、
予
防
と
い
う
観
点
か

ら
脳
を
活
性
化
す
る
方
法
を
も
う

少
し
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
た
ち
の
脳
は
、

④
楽
し
い
こ
と
や
好
き
な
こ
と
を

　

し
て
い
る
と
、
活
発
に
働
い
て

　

い
ま
す

　

反
対
に
一
日
中
何
も
し
な
い
で

過
ご
し
て
い
る
と
、
脳
は
不
活
発

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
自
身
に
と
っ
て
楽
し
い
と
思
う

こ
と
や
大
好
き
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、「
も
う
年
や
か
ら
遅
す
ぎ
る
」

「
こ
ん
な
こ
と
し
た
ら
笑
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
」
な
ど
と
思
わ
ず

に
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
悩
み
や
不
安
、
ス
ト
レ

ス
に
よ
っ
て
記
憶
力
が
低
下
し
た

り
、
物
忘
れ
の
症
状
が
悪
化
す
る

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
過
労

や
不
眠
が
続
く
と
気
力
の
低
下
や

一
時
的
に
認
知
症
に
似
た
症
状
が

現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

⑤
十
分
な
睡
眠
を
と
り
、
ス
ト
レ

　

ス
を
解
消
し
、
心
身
の
健
康
を

　

保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

そ
の
ほ
か
、
運
動
や
食
事
の
面

か
ら
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で

認
知
症
予
防
の
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

⑥
運
動
を
す
る
（
毎
日
20
分
程
度

　

の
散
歩
）

⑦
食
事
の
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量

　

を
押
さ
え
る
（
腹
八
分
目
）

⑧
野
菜
や
魚
を
多
く
摂
る　

⑨
甘
い
物
を
控
え
て
、
一
日
１
～

　

1.5
リ
ッ
ト
ル
程
度
の
水
分
を
補

　

給
す
る

　

以
上
、
今
回
は
④
～
⑨
を
お
話

し
ま
し
た
が
、
こ
の
中
か
ら
少
し

ず
つ
で
も
何
か
を
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
毎
日
続
け
て

い
け
る
と
も
っ
と
良
い
で
す
ね
。

　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
用
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
87
・
８
０
２
０

■
■
■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信(

第
９
回)

   

認
知
症
予
防
の
可
能
性
Ⅱ
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健　康
ＨＥＡＬＴＨ

南光歯科保健センター
◆受　付　土・日・祭日を除くいずれも午前
　　　　　  ８時３０分から午後５時まで
◆診察日　毎週木曜日と金曜日午前９時
　　　　　 から午後５時まで
◆歯科衛生指導日　
　土・日・祭日を除く午前９時から午後５時
　佐用町下徳久 1005 番地 1（南光文化センター内）
　　　　　☎７８- １１８０（いい歯を）

受診されましたか？平成 18 年度「２時間ドック」

　
　最近、朝ごはんを毎日食べなかったり、食べる習
慣のない子どもたちが増えています。また、２０代、
３０代といった働き盛りの若者の欠食率が高くなっ
ています。
　みなさんは朝ごはんをしっかり食べていますか？
　☆朝ごはんが大切なのはなぜ？
　朝ごはんを食べると、睡眠中に下がった体温が上
がって体が活動しやすい状態になります。消化器系
も活動をはじめて腸が刺激され、便通もよくなりま
す。また、脳にエネルギーが補給されるので､ 脳が
活発に動き出します。朝ごはんを食べないと、「疲れ
やすい」「お腹が痛い」「イライラする」などの体調
不良をおこすことがあります。1 日２食の生活は十分
な栄養が摂れなかったり、肥満や生活習慣病を引き
おこす原因になります。
　☆「朝ごはん食べている」ってホント？
　菓子パンやスナック菓子にジュース、インスタン
ト食品、栄養補助食品などを朝ごはんがわりにして
いませんか？これらは、「間食」や「食事の補助」用
なので、食事のかわりにはなりません。また、糖分
を多く含む食品は、血糖の急激な上昇・下降を引き
起こし、低血糖状態になります。

　☆どんな朝ごはんを食べればいいの？
　主食＋主菜＋副菜＋（汁物）をそろえましょう。
主食・・黄の食品（御飯・パン・麺類など）
主菜・・赤の食品（肉・魚・卵・大豆製品など）
副菜・・緑の食品（野菜・きのこ・海藻・果物など）
　忙しい朝に、冷蔵庫にすぐ食べられる食材（納豆、
チーズ、ヨーグルト、前日のおかずなど）や、生で
食べられる野菜や果物を用意しておくといいですね。
☆規則正しい生活を心がけましょう　　
　朝ごはんを欠食する背景には「夜型の生活」が関
係しています。
　4 月から、進級や進学、就職をされ、新しい生活
をはじめられるかたも多いと思います。疲れをため
ず、元気で健康な生活をおくるため、十分な睡眠と
早起きを心がけ､ しっかり朝ごはんを食べましょう。

朝ごはんを見直そう！

★献血のお願い★
《献血ルームのご案内》

姫路駅前みゆき通り献血ルーム
　   時　間　１０：００～１２：００
　　　　      １３：００～１７：００

　    休館日　毎週金曜日、
　 　　　    　第１・３日曜日、年末年始
   ３月は
　　町内での献血は
            ありません

■お問い合わせ　
　　　健康課　　☎８７- ８０２０

主食・主菜・副菜・汁物の食事

■主な内容
　・基本検診（診察、尿検査、便潜血検査、血液検査など）
　・胃部 X 線検査・肝炎検査・喀

かくたん

痰検査　・前立腺ガン検査
■日程と申込先（予約制・受診する病院に直接お問い合わせを）
　　佐用共立病院（毎週水曜日）☎８２- ２３２１
　　佐用中央病院（毎週金曜日）☎８２- ２１５４
　　尾崎病院　　  （毎週火曜日）☎７７- ０２２１
■料金（希望する健診の組み合わせによって異なる）
　基本健診＋胃部検査の場合、２６，４１０円（佐用町に住
民票があるかたは、町から１３，１００円の補助があるので、
１３，３１０円）
　さらに、節目年齢のかたは無料で受診できます。
　★★平成１８年度の節目年齢のかた★★
     　  ４０歳 （昭和４１年４月２日～昭和４２年４月１日生まれ）
      　 ５０歳 （昭和３１年４月２日～昭和３２年４月１日生まれ）
      　 ６０歳 （昭和２１年４月２日～昭和２２年４月１日生まれ）
※肝炎ウィルス検査の補助は１回限りですので、過去に受診され
　ているかたは実費となります。
※詳しくは広報さよう１２月号をご覧いただくか、下記まで
■お問い合わせ
　健康課　☎８７- ８０２０ 及び健康課各地域事務所　
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　生まれたばかりの赤ちゃんでも、個性はさまざま。
　目覚めているときに、ベビーベッドの柵を握り締
めているような活発な子もいますし、あまり動かず、
泣き声も大きくないようなおとなしい子もいます。
　おとなしい赤ちゃんなら、泣き声も気になりませ
んから、あまりかまわずにおくことができます。お
となしい赤ちゃんはついつい、ほったらかしにされ
がちです。
　でも、こういう赤ちゃんほど、しっかりかかわっ
てほしいのです。もともと要求が少ないので、その
ままにされると、ますます静かな、何も要求しない
子になってしまいます。これは、発達の仕組みから
いうと悪いほうの循環です。赤ちゃんは何か不快な
ことがあると泣いて知らせ、お母さんが来てくれる
と気持ちよくなることが少しずつわかってきます。
その繰り返しで、お母さんとの信頼関係ができてい
きます。
　これは、その先の心と体の発達のために欠かせな
いステップです。手のかかる子は自然にこのステッ
プをクリアしてしまうのですが、おとなしいからと
あまりかかわってもらえなかった子は、ここで足踏

みしてしまいます。こんな子は無表情で、あまり生
き生きした感じがしません。気づいたときに働きか
けを多くすれば取り戻せることもありますが、発達
の遅れとして現れることもあります。
　手のかかる赤ちゃんを持ったお母さんは、赤ちゃ
んの世話って本当に大変！と嘆かれるかもしれませ
んが、赤ちゃんのほうから子育てのコツを教えてく
れているようなものです。大変な時期だと思います
が、乗り切ってくださいね。
　おとなしい赤ちゃんを持ったお母さんは、こんな
子にこそお母さんの働きかけが必要なのだと思って
少しでもかかわりをもってみてください。
　赤ちゃんは、お母さんの声もしっかり聞こえてい
ますし、顔も分かってきます。
　はじめは、反応がないかもしれませんが、だんだ
んお母さんを見て笑ったり、声を出したり、甘える
ようなしぐさをするようになるでしょう。そんない
い循環ができればいいですね。
　ぜひ、ねんねのころからの
働きかけを大切にしてくださ
いね。

赤ちゃんとママの行事佐用健康福祉事務所

　３月行事カレンダー
●酒害相談
　　 ８日（木）13:00 ～ 15:00
●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　13 日（火）13:30 ～ 15:30
●こころのケア相談（老人）（予約制）
　　15 日（木）14:00 ～ 17:00　
●あさぎり家族会 ( 精神障害者家族会 )　　
　　19 日（月）13:30 ～ 16:00　
●専門的栄養相談（予約制）
　　20 日（火）10:00 ～ 11:30
●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　22 日（木）13:30 ～ 15:30
　※いずれも場所は佐用健康福祉事務所
■お問い合わせ　佐用健康福祉事務所 
　　　　　　　　　　☎８２- ２６２１

おとなしい赤ちゃんにこそ、働きかけを

★すくすく健康相談
　（平成 18 年９月生まれ）
　３月９日（金）１３：３０～

★３歳児健診
      （平成 16 年１月～
 　　　平成 16 年２月生まれ）
　３月１４日（水）１３：００～

★ヨチヨチ健康相談（平成 18 年３月生まれ）
　３月 1 ６日（金）１３：３０～

★４カ月児健診（平成 18 年 11 月生まれ）
　３月２６日（月）１３：００～

★ぱくぱく離乳食教室
　（すくすく健康相談後～１歳５カ月未満）
　４月６日（金）１０：００～

★０歳児クラス（２カ月～１歳未満）
　４月９日（月）１０：００～

※いずれも場所は上月保健福祉センター
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まち の
　　話 題

　上月連合老人クラブ親善グラウンドゴルフ大会が２８チーム８４人の参加
のもと、２月６日に上月グラウンドで開催されました。
　参加した老人クラブ会員は２月とは思えない暖かな日差しを受けながら、
ゲームを楽しみました。
　結果は次のとおりです（敬称略）
◆団体の部
　優　勝　秋里老人クラブ
　準優勝　尼子老人クラブＢ
　第３位　金屋第２老人クラブＡ
◆個人の部
　優　勝　戸谷　進（尼子Ｂ）
　準優勝　山田清美（秋里）
　第３位　坪内行子（秋里）

親善グラウンドゴルフ大会　―上月連合老人クラブ―

明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

　平成１８年度の兵
庫 県 Ｐ Ｔ Ａ 中 央 大
会（ＰＴＣＡ全県研
究大会）で、上月小
学校ＰＴＡ（保木靖
会長）が兵庫県教育
長から表彰されまし
た。
　これは、ＰＴＡの本来の目的・性格にそって、
地道な実践を重ね、家庭や地域の教育力の向上に
大きく実績をあげている県下の優れたＰＴＡに贈
られるものです。
　上月小学校ＰＴＡでは、近年全国的に問題と
なっている「子どもの安全」について考えるため、

「はりまＣＡＰりば」のメンバーを講師に招いて
ワークショップ型の研修などを継続して実施して
きました。

兵庫県優良ＰＴＡ教育長表彰を受賞 ―上月小ＰＴＡ―

　2 月 9 日に南光文化センターで、徳久地域生活
安全グループの発足式が開催されました。
　これからも、安全な徳久地域をみんなで守って
いこうと地域住民が主体となって組織されまし
た。
　式では、結成に至る経過報告や防犯活動宣言の
採択に続き、佐用警察署刑事生活安全課の粟田課
長から、今後の活動に関するさまざまなアドバイ
スがありました。
　今後は、地域として出来ることから取組み、安
心して暮らせる地域づくり活動が始まります。

地域のみんなで守っていこう   ―徳久地域生活安全グループ発足―

なごやかにプレー

　みんなで地域を守っていきます

　会長（中央）と副会長

　1 月 ３ ０ 日
に、笹ケ丘荘
で町長と町内
に住む若手農
業者４人の座
談会が行われ
ました。
　参加したの
は、町内でそ
れぞれ稲作、畜産、花卉を中心に活躍している「佐用郡若手
農業者の会（仮称）」のメンバー。最初はぎこちなかったも
のの、町長の質問に答えるうちに「個性を出して、本当の商
品作りをし、自分のブランドとして認めてもらえるようにし
ていきたい」など、将来の夢や問題点について活発な意見交
換が行われました。同会のメンバーによると、今後は組織的
に魅力的な取り組みを積極的に行うほか、ＰＲにも努めてい
くとのことです。

若手農業者が夢を語る   ―町長と語る会―

　　活発な意見交換会となりました
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　１月２７日と２月３日にちくさ高原スキー
場で、子どもスキー教室を開催し、町内５９
人の小学生が参加しました。暖冬で雪が心配
されましたが、両日とも無事開催することが
できました。午前中は基礎練習を、午後から
はリフトに乗って雪原を滑るなど練習の成果
を発揮、楽しい１日となりました。

白銀の世界を楽しみました　    －子どもスキー教室－

　２月１８日に佐用勤労者体育センターで、第５回佐用町ミニ・バスケットボー
ル大会が開催されました。
　町内の各小学校４年生以上で構成された、男子（混合）の部に１１チーム、女
子の部に５チームが参加し、白熱した試合が展開されました。
　また、審判、Ｔ．Ｏ（テーブルオフィシャル：主審・副審を補佐しファウル数、
さまざまな時間の表示などを行う）を、佐用高校バスケットボール部の男子部員
１５人、女子部員８人と顧問の先生が担当し、試合が進行しました。
　大会結果は次のとおり

【男子（混合）の部】
　優　勝　チーム・オブ・ゴンザレス（江川小）
　準優勝　元気ですかー（佐用小）
　第３位　利神ぞうさんず（利神小）

【女子の部】
　優　勝　それゆけ！ヤスコマンブラザース（上月小）
　準優勝　Happy　School（佐用小）
　第３位　スマイリーズ（佐用小）

年々レベルが上がっています　    －第５回佐用町ミニ・バスケットボール大会－

　精一杯がんばりました

　みんなすごく上達しましただれか止めて～

シュート
 チーム・オブ・ゴンザレス　  それゆけ！ヤスコマンブラザース

　２月２日に佐用朝霧園で、１日早い節分の豆まきが行われ
ました。
　利用者たちが、職員の扮した赤鬼や青鬼など７色の鬼に、
福がたくさん来て今年１年元気に過ごし、厄除けができるよ
うにと願いをこめて、力いっぱい「鬼は外、福は内」と豆ま
きをしました。　利用者たちは、「これで１年間の厄除けがで
きました。今年一年たくさんの福が来て、大変良い年になり
そうです」と話していました。

鬼は外　福は内　   ―朝霧園で節分の豆まき―

鬼たちは一目散に逃げ出しました
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■お問い合わせ
　㈶兵庫県住宅再建共済基金
    　企画管理課
　　　　☎０７８- ３４１- ７７１１

　交通遺児（満１３歳未満）が損害
賠償金などの中から拠出金を払い込
んで加入すると、この資金に国、民
間からの援助金を加えて、安全・確
実な運用をし、交通遺児が満１９歳
に達するまで、３カ月ごとにまとめ
て育成基金が給付されます（年金方
式）。
■育成給付金（月額）
　０～５歳　　　３２、０００円
　６～８歳　　　４０、０００円
　９～１１歳　　４５、０００円
　１２～１４歳　５５、０００円
　１５～１８歳　７０、０００円　
■その他の給付
　加入者が満６歳、満１２歳および
満１５歳に達し、小学校、中学校、
高等学校へ入学または、就職すると
きに、それぞれ３万５千円（加入者
が満１９歳に達し、育成給付金の至
急が完了するときには、完了給付金
２万円）が支給されます。
■お問い合わせ
　㈶交通遺児育成基金
　ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ０１２０- １６- ３６１１
　　　　☎０３- ５２１２- ４５１１
　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.kotsuiji.or.jp

２月 20 日現在（　）内は前月比

　人　口　２１，３７９人（－４５）
　　　　　男 １０，２０５人   （－１５）
　　　　　女 １１，１７４人   （－３０）

　世帯数　　７，３６４戸（－　８）

　２月中の移動
      出生 　９人　死亡 ２８人
      転入 ２３人　転出 ４９人

お誕生おめでとう
１月 21 日から２月 20 日届出分　敬称略

お悔やみ申し上げます

ちょうみんカレンダー ３月６日～４月 5 日

人のうごき
１月 21 日から２月 20 日届出分　敬称略

月

日

曜

日
内　　　容 場　　所 時　間

8 木 高年大学南光教室閉講式　学習発表会 南光文化センター 10：30 ～
9 金 高年大学佐用教室閉講記念作品展 ( ～１５日）さよう文化情報センター 10：00 ～

10 土 南光グラウンドゴルフ大会 南光スポーツ公園 9：00 ～

11 日 春待ちファミリーＢＡＮＤコンサート 南光文化センター 14：00 ～
ドラえもん「のび太の新魔界大冒険」映画上映 おりひめ文化ホール 14：00 ～

13 火 中学校卒業式 各中学校 9：30 ～（佐用中のみ 9：00 ～）

14 水 高年大学三日月教室閉講式 三日月老人福祉センター 10：00 ～
福祉相談 久崎老人福祉センター 13：30 ～ 16：00

15 木 高年大学佐用教室閉講式 さよう文化情報センター 10：00 ～
19 月 ＥＭぼかし講習会 佐用町保健センター 10：00 ～

20 火 行政相談

役場本庁舎２階相談室

13：00 ～ 15：00役場上月支所１階相談室
南光文化センター会議室
三日月文化センター

高年大学上月教室閉講式 上月文化会館 10：00 ～
22 木 小学校卒業式 各小学校 9：30 ～
23 金 弁護士相談 三日月福祉拠点施設 13：00 ～ 15：30
31 土 江尻南美ピアノリサイタル スピカホール 19：00 ～

佐用クリーンセンター祝祭日の業務
３月、４月の祝祭日の業務は次のとおりです。

祝　　祭　　日
３月
　２１日

（水）
春分の日

４月
　３０日

（月）
振替休日

ごみの収集 ○ ○
直接搬入 
■受付 
午前 9 時～
午後 4 時 30 分

燃えるごみ ○ ○月～金
燃えないごみ ○ ○月～土

■お問い合わせ
　佐用クリーンセンター　☎８２- ０２９３

交通遺児育成基金
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　兵庫県高齢者放送大学では、毎週
土曜日放送のラジオ講座を通して高
齢期の生き方や健康問題、一般教養
などを学ぶものです。
　放送を聴いて感想をハガキ一枚に
まとめて提出することが学習の基本
です。
■募集内容
　・本科生　５００人（先着順）
　　（他に聴講生制度もある）
■資格　６０歳以上で県内在住の人
■申し込み期限　
　４月１３日（金）まで
■学習期間　１年間（修了後、手続
き更新で生涯聴講生として学習を継

　続できます）
■経費　６、０００円（テキスト代含む）
■放送　ラジオ関西５５８ＫＨ z
　　　　毎週土曜日　
　　　　朝６時３０分～７時
　　　　（インターネット配信もあります）
■お申し込み・お問い合わせ
　兵庫県高齢者放送大学　
　　　　☎０７９- ４２４- ３３４２

■受験資格
　①　昭和５３年４月２日から昭和
　　　６１年４月１日生まれの者
　②　昭和６１年４月２日以降生ま
　　　れの者で次に掲げる者
　　イ　大学を卒業したもの及び平
　　　　成２０年３月までに卒業す
　　　　る見込みの者
　　ロ　人事院がイに掲げる者と同
　　　　等の資格があると認める者
■採用予定人員　約１，１００名
■受験申込み受付期間
　４月２日（月）～４月１３日（金）
　（４月１３日までの通信日付印有効）
■受験申込み先
　希望する第一次試験地を所轄する
　各国税局、沖縄国税事務所
■試験地
　近畿地域　京都市、大阪市
　（試験地については、受験に便利
　な１都市を選択できますので、上
　記以外の地域で受験を希望するか
　たは、相生税務署までお問い合わ
　せください）
■第１次試験日
　６月１０日（日）
　午前８時１５分～（受付開始）
■お問い合わせ　
　相生税務署　総務課
　　　　☎０７９１- ２３- ０３８０

　播磨科学公園都市内を散策して、
スプリング８を見学してみません
か。
■とき　４月２２日（日）
　　　　午前９時３０分集合
　　　　午前１０時スタート
■集合場所　
　　光都プラザ前芝生広場南側
■駐車場　
　　光都プラザ西の第 2 駐車場
■定員　約３００人（先着順）

■申込期限　４月１０日（火）
　　　　　　午後５時
■受付時間
　　平日の午前８時３０分から午後
　　５時３０分まで
■申込方法　
　　参加者全員の住所、氏名、年齢、
　　電話番号を、電話又は FAX で
　　申し出てください。
■コース　
　　芝生広場南からスタートし、都
　　市内を廻りスプリング８でゴー
　　ルする、約１時間３０分のコー
　　ス（スプリング８からスタート
　　地点へはバス送迎あり）
■お問い合わせ
　播磨高原広域事務組合
　　　　☎０７９１- ５８- ０５７５
　　　FAX ０７９１- ５８- １４７１

■対象者
　一般　１８歳以上３４歳未満の者
　技能　１８歳以上で、保有する技
　　　　能に応じて５３～５５歳未
　　　　満の者
■受付期間　４月９日（月）まで
■試験日　
　４月１４日（土）～１６日（月）
　※いずれか１日を指定されます。
■お問い合わせ
　自衛隊姫路西播地区隊　相生地域
事務所
　　　　☎０７９１- ２３- ２７５０

　年５、０００円の小さな負担で自
然災害時の住宅再建に最高６００万
円の支援が得られる兵庫県住宅再建
共済制度（フェニックス共済）。
　２月１日から、郵送、インターネッ
トに加え、お近くの郵便局の窓口で
お申込みが可能になりました。
　その場で申込書の記入漏れなどを
チェックして、受け付けます。
　対象となるのは、兵庫県内の郵便
局（簡易局を除く８４０局）。はば
タンのシールが目印です。
　複数年一括割引などによってます
ます便利でお得なフェニックス共済
にぜひご加入ください。

佐用町役場 ( 代表）　      ☎  82-2521
　　　　　　　　　　    FAX  82-0131
町選挙管理委員会　　　☎ 82-2549
住民課　　　　　　　　☎ 82-0660
税務課　　　　　　　　☎ 82-0662
まちづくり課　　　　　☎ 82-0664
商工観光課　　　　　　☎ 82-0670
農林振興課　　　　　　☎ 82-0667
教育委員会教育推進課　☎ 82-2425
消防署予防係　　　　　☎ 82-3874
佐用クリーンセンター　☎ 82-0293
味わいの里三日月　　　☎ 79-2521

今月の
納税

３月１５日（木）です
 　
口座振替日は４月２０日（金）です

　納税は納期限までに！

 確定申告による
所得税の納税期限日は

募　集

予備自衛官補募集

平成１９年度
国税専門官採用試験

兵庫県高齢者放送大学
平成１９年度学生募集

第９回光都ふれあい
ウォーク 2007 参加者募集

郵便局の窓口でフェニックス
共済の申込受付ができます

お知らせ



 広報さよう

 平成 19 年

 2007/ ３月号

　

　２月１６日に上津中学校３年生が、ひまわり油を使う
調理実習を行いました。
　これは、上津中学校が総合学習の一環で、全校生徒が
ひまわりの畝づくり、播種、育成、種からの搾油までを
行っていて、その総仕上げとして行ったものです。
　３年生３１人が６班にわかれて、それぞれ工夫を凝ら
したメニューを考えました。たこやき器にひまわり油を
ひいて、たこの代わりにバナナ・りんごなどを入れ、青
のりの代わりに抹茶の粉を使った「なんちゃってたこ焼
き」、「チョコチップケーキ」など７種のおやつを作成し
ました。「なんちゃってたこ焼き」を作った大森美佳さん、
富島由貴さんは「思っていたよりうまくできました。ずっ
とこの総合学習を続けていって欲しい。もっと広い地域
の人にひまわりを知ってほしい」と話していました。
　保護者が湯がいた、ひまわり油を練りこんだ手打ちう
どんと、生徒の調理したものを先生、生徒、保護者で一
緒に食べながら懇親しました。
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　　  わが家のアイドル

「ブラックホール誕生の産声を聞こう」
　ブラックホールって
聞 い た こ と あ り ま す
か？なんでも吸い込ん
でしまう空想上の天体
だと思われがちですが、
最 近 の 宇 宙 観 測 か ら、
実際に存在することが
ほぼ確実になってきま
した。
　本来見えないはずの
ブラックホールですが、誕生した瞬間だけ、まるで産声
が聞こえるかのように、見ることができます。そんなは
かない誕生の産声を探す研究を、１月終わりに、天文台
に宿泊のかたに体験をしてもらいました。残念ながら、
天気がすぐれず見つけることはできませんでしたが、ブ
ラックホールのことをより知ってもらうために、これか
らも続けていきたいと思った瞬間でした。
　　　　　　西はりま天文台　嘱託研究員　飯塚　亮

 天文クイズ
　ブラックホールが誕生する時に起こる宇宙最大の 
爆発現象は何という？ 
　（1）ビックバン　　（2）コンパクトフラッシュ 
　（3）ガンマ線バースト 
先月号のクイズの答え 
　（3）小型望遠鏡などで見たときに惑星状に見えるから

　とても明るくて、元気にいつも走り回っています。歌
うのが大好きで大人の歌でも真似をして一緒に歌ってい
ます。すぐ泣いてしまうので、もっと男らしくなってね。
　これからも元気でやさしい陽翔でいてね!! 　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　パパとママより

まち の
　　話 題

編集・発行 / 佐用町役場　広報委員会　〒 679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1  ☎ 0790-82-2521( 代 )

上 月 支 所 ：  ☎ 0790-86-0331( 代 )　FAX.0790-86-0793
南 光 支 所 ：  ☎ 0790-78-0101( 代 )　FAX.0790-78-1225　
三日月支所：  ☎ 0790-79-2001( 代 )　FAX.0790-79-3633

 FAX0790-82-0131

●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.town.sayo.lg.jp　● E ﾒｰﾙ machizukuri@town.sayo.lg.jp

【応募方法】はがきまたは FAX・ﾒｰﾙで住所、氏名、年齢、電話番号、
答えを記入し役場まちづくり課まで送ってください。正解者のなかか
ら抽選で３人のかたに景品を送ります。なお、発表は景品の発送をもっ
て当選者のかたにお知らせします。

明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

ひまわりは地域の宝です

　自慢のひまわり
油を使った自慢の
作品
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－上津中学校３年生がひまわり油で調理実習－


